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令和２年塩尻市議会３月定例会 

産業建設委員会会議録 
 

○日  時 令和２年３月１１日（水） 午前１０時００分 

○場  所 全員協議会室 

○審査事項 

議案第１０号 塩尻市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 

議案第１１号 塩尻市営住宅管理条例の一部を改正する条例 

議案第１５号 市道路線の認定について 

議案第１７号 令和２年度塩尻市一般会計予算中 歳出４款衛生費中１項保健衛生費６目環境保全費のうち合

併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿処理費、５款労働費（１項労働諸費２目ふれあ

いプラザ運営費を除く）、６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、１１款災害復旧費 

○出席委員・議員 

       委員長   篠原  敏宏 君      

        委員   中村   努 君       委員   古畑  秀夫 君 

        委員   牧野  直樹 君       議長   丸山  寿子 君 

○欠席委員 

       副委員長  中野  重則 君 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○説明のため出席した理事者・職員 

       別紙名簿のとおり 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議会事務局職員 

     議会事務局長   横山  文明 君    議会事務局次長  赤津  廣子 君 

     議事総務係主事  小林  貴裕 君 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

午前９時５７分 開会 

〇委員長 皆さん、おはようございます。若干時間早いですが、皆さんおそろいということでありますので、た

だいまから３月定例会産業建設委員会を開会いたします。今日明日ですが、中野副委員長から欠席の届け出があ

りましたので、御報告をさせていただきます。 

それでは、審査に入ります前に理事者から御挨拶があればよろしくお願いいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

理事者挨拶 
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○副市長 おはようございます。大変お忙しいところ、委員会を開催をいただきましてありがとうございます。

御提案を申し上げてある案件につきまして、よろしく御審査をいただきますようお願い申し上げます。 

○委員長 それでは、当委員会に付託されました議案は別紙委員会付託案件表のとおりでございます。 

日程について説明をいたします。今回の委員会は本日と明日の２日間にわたり審査を行います。なお、明日の

委員会終了後、現場視察を予定しております。予定としましては、午後３時に市役所出発ということでございま

す。場所につきましては、塩尻駅北土地区画整理事業箇所を視察後に塩尻町の交差点、ため池耐震化事業の箇所、

小坂田池を予定をしておりますが、時間があればもう１カ所ということになっております。市役所へはおおむね

午後５時までに到着予定ということでありますので、よろしくお願いをいたします。 

 それでは、ただいまから審査を行います。円滑な進行のため、簡潔明瞭な説明、質問、答弁を心がけていただ

きますよう御協力をお願いいたします。また、発言に際しましては、必ずマイクの使用をお願いをいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１０号 塩尻市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 

○委員長 それでは、議案第１０号塩尻市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

を議題といたします。説明を求めます。 

○経営管理課長 議案第１０号塩尻市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例を

お願いいたします。議案関係資料で説明をさせていただきます。２１ページをお開きください。 

１、提案理由。地方自治法等の一部を改正する法律が、令和２年４月１日から施行されることに伴い、必要な

改正をするものでございます。 

２、概要。引用している法律の条項を改めるものでございます。 

３、条例の新旧対照表。新旧対照表につきましては、この後説明をさせていただきます。 

４、条例の施行等。令和２年４月１日から施行するものです。 

それでは２２ページ、新旧対照表をお願いいたします。本条例第８条では、水道事業及び下水道事業に従事す

る職員に１０万円以上の損害賠償責任があると決定された場合において、職員からなされた損害が避けることの

できない事故、その他やむを得ない事情によるものであるとの証明を相当と認めるときは、議会の同意を得て、

損害賠償責任の全部、または一部を免除することができる規定を定めたものであります。この規定は、現行では

地方公営企業法第３４条において、準用する地方自治法第２４３条の２第８項を引用しております。本改正地方

自治法の中で、地方公共団体の長等の損害賠償責任の見直し規定が地方自治法第２４３条の２に設置されました。

これにより、現行の第２４３条の２は第２４３条の２の２に繰り下がることとなり、左側の改正案におきまして、

引用している法律の条項等を改めるものでございます。説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長 それでは質疑を行います。委員の皆さんから質問ございましたらお願いします。 

○古畑秀夫委員 これは１０万円以上で職員に過失があれば職員が賠償責任を負うということですか。 

○経営管理課長 住民等から過失責任を求められた場合に、損害賠償があった場合に、やむを得ない事情等があ

る場合については減免の措置があるという旨の規定が、この８条で定められているものでございます。 

○古畑秀夫委員 ちょっとよくわからない。具体的にいうと、職員に過失があれば問われるということですか。

職員が賠償払わなければいけないということですか。 
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○委員長 質問でよろしいですか。もう一回確認の答弁をお願いいたします。 

○経営管理課長 この８条については、減免の今地方公営企業法を準用している引用条項から設置をしているも

のでございますが、過失を求められた場合に、この条文でいきますと、避けることのできない事故、その他やむ

を得ない事情によるものに該当した場合に、１０万円以上超すものについては減免を議会の同意を得て求めるこ

とができるというものでございます。避けることのできない事故、その他やむを得ない事情という極めて抽象的

な表現ではありますが、過去に具体的な事例があればこういった場合だということが言えますが、当市にはそう

いった事例がございませんので、表現として規定の条文から、このような場合減免の措置を議会の同意を求めて

行うことができると定めたものでございます。以上です。 

○古畑秀夫委員 確かに酔っぱらっていたとか何か特別事情がなければ、誰も変なことしないというか、そんな

こと基本的には考えられないわけだから、もともと条項の事項だけですけれど、ちょっとおかしいような気がす

ると思っているけれど、具体的ではないもので抽象的なものでわかりづらいのだけれど、問題ありそうだと感じ

ただけです。いいです。 

○経営管理課長 今回のやむを得ない事情によるものというのは一体どういうことを指すのかという、これはあ

くまでも逐条解説的なものなのですが、一般的には、違法な職務行為によって地方公共団体に損害を及ぼすこと

を認識しておらず、かつ、認識していなかったことについて著しい不注意がない場合、これらの場合については

やむを得ない事情ということで考慮してよろしいのではないかというのが逐条解説的な定義でございます。以上

でございます。 

○委員長 よろしいですか。 

○古畑秀夫委員 はい。 

○委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 それでは、質疑を終了いたします。これより自由討議を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 次に議案に対する討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第１０号については、原案のとおり認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第１０号塩尻市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正す

る条例については、全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１１号 塩尻市営住宅管理条例の一部を改正する条例 

○委員長 次に議案第１１号塩尻市営住宅管理条例の一部を改正する条例を議題といたします。説明を求めます。 

○建築住宅課長 それでは、議案第１１号塩尻市営住宅管理条例の一部を改正する条例についてお願いします。

議案関係資料を見て説明させていただきますので、議案関係資料２３ページを御覧ください。 

１、提案理由でございますが、市営住宅に係る債権管理条例の適正化を図るため、必要な改正をするものなど
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です。これは、２０１５年５月に成立した民法の一部を改正する法律に伴うもので、法改正の内容を反映するも

のでございます。 

２、概要につきましては、（１）入居者が家賃等を滞納した場合に、敷金を当該家賃等の弁済に充てることがで

きるものとするものです。敷金の取り扱いにつきましては、これまで民法には明確な記述がなく、公営住宅法に

係る国からの公営住宅管理標準条例（案）についてという通知に準じて、入居者が退去する際に滞納家賃等を控

除して敷金を還付するという取り扱いをこれまでもしておりましたが、今回の民法の改正に伴い、敷金の取り扱

いについて、入居者の退去の際の還付時という限定ではなく、滞納家賃に充てることができることが明記された

ことに伴うものでございます。（２）市営住宅の明け渡しの請求に際し、不正入居者から徴収する金銭に付する利

息の算定に用いる利率を法定利率に改めるものでございます。これまでの法定利率につきましては、民法第１４

４条において、利息を生じるべき債務については別段の意思表示がないときはその利率は年５分とするという規

定がされており、５％の固定費として定めていましたが、今回の民法改正に伴い、法定利率が５％から３％に改

正され、かつ、３年を１期として、１期ごとに変動するものと改定されたことに対応するものでございます。 

具体的な改正内容につきましては、次ページの新旧対照表にて御説明させていただきます。次の２４ページを

お願いいたします。なお、言葉の言い回しや条例ずれに伴うものを除いて、主だった改正箇所について御説明い

たします。２４ページの右欄の現行の一番下から２５ページ上段にかけての第１７条第３項が、敷金の退去時の

還付について規定したもので、ただし書きで、未納の家賃または損害賠償金があるときは、敷金のうちからこれ

を控除した額を還付するとし、左欄の改正案では、未納の家賃を国からの準則に倣って変え、これを第４項とし、

第３項に新たに、先ほど前のページの概要の（１）で説明しました、入居者が退去したときに、敷金を滞納した

家賃等に充当できる旨を記した下線部の条例を加えるものでございます。続いてその下、２５ページの真ん中か

ら上の第１９条をお願いいたします。第１９条は修繕費用の負担について規定したもので、修繕費に要する費用

を入居者の負担とする場合は、具体的な内容を示さなければならないため、左欄の改正案のとおり、市営住宅及

び共同施設の修繕に要する費用は、市長がその修繕に要する費用を入居者が負担するものとして定めるものを除

き、市の負担とすると改正するものです。ここでいう市長の定めるものは、市営住宅の入居の手続の際に、入居

者へお渡しする入居のしおりという冊子に明記しており、具体的には畳の表がえ、ふすまの張りかえ、障子の張

りかえ、建具附属品の修理または取りかえ、蛇口やパッキンの交換、網戸の修理や取りかえなどが、入居者が負

担する修繕としております。次の２６ページをお願いいたします。２６ページの上段は、第４０条第３項で住宅

の明け渡し請求に関する条項となっており、改正案、現行ともに、１行目に記載のあります、市長は第１項第１

号の規定に該当することにより同項の請求を行ったときは、とありますのは、不正の行為によって入居した入居

者に対して市営住宅の明け渡し請求を行ったときのことで、この際の請求できる金額を規定したものでございま

す。概要（２）で御説明した内容で、右欄の現行の上から５行目から６行目の年５％の割合とあるものを、左欄

の改正案のとおり、民法第４０４条第２項に規定する法定利率に改正するものでございます。主な改正箇所の説

明は以上となります。 

２３ページにお戻りいただきまして、最後の４、条例の施行等についてですが、交付の日から施行するもので

す。ただし、法定利率に係る改正規定は令和２年４月１日から施行するものです。 

以上、議案第１１号に関する説明とさせていただきます。よろしく御審議のほど、よろしくお願いします。 
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○委員長 それでは質疑を行います。委員の皆さんから質問ありますか。 

○中村努委員 何点かたくさんあるのですけれど、まず第１９条について、今の説明ですと、入居者が負担する

ものを細かく個別に示さなければいけないという説明だけれど、改正前の条例のほうが個別に具体的に書いてあ

って、新しいほうは入居のしおりに書いてあるというふうに、逆のことやっているのではないかと思うのだけれ

ど、これはどういうことですか。 

○建築住宅課長 この記載内容については、国の準則で定めている例示されている案に示したものなのですが、

こういう例示、軽微なもの等といったものが明確になっていないことの中で、弁護士の先生と行政係の勉強会の

中で、どういったものが法律に照らし合わせるかということの中で、入居者にお渡しするしおりに明確に書いて

ある、先ほどお話ししました畳の表がえとかパッキンの交換とかと具体的に書いてあるもののほうが明示されて

いるということで、改正することについては、こういった例示で問題ないということで改正されたものでござい

ます。以上です。 

○中村努委員 入居のしおりというものが法的にどういう扱いになるかわからないのだけれども、この条例から

入居のしおりに書いてあることが定めたものだというふうに、どうやって読めばいいのですか。 

○建築住宅課長 国の逐条解説の中でも、契約書に明記するか入居時にお渡しする際のしおり等に明記すること

が必要だということで書いてあるので、それに基づいて入居のしおりに記載するということで対応させていただ

いたものでございます。以上です。 

○中村努委員 そうすると、改正前のものはこういう細かいことが書いてありますよね。入居のしおりにも書い

てあるのですよね。ということは、条例にこれを書くのは省いたというふうに見えるのだけれど、そういうこと

ではないのですか。 

○建築住宅課長 民法改正する前は、基本的には原状回復という規定が明確にうたわれていなくて、それは契約

の中でうたうというような形できたのですが、今回民法改正に伴って、原状回復というものについては基本的に

経年変化とか入居者の責任に帰すべきものがなければ、基本的に所有者が責任を負うということで、どちらかと

いうと入居者寄りの法改正になったのですが、ただ、市営住宅につきましては、もともと低廉の家賃で設定をし

ているということで、特例という形で定めることについては問題ないということになっておりまして、それにつ

いては、先ほどお話ししましたように、明確なものを明記しなければいけないということで、現行の改正案では

具体的に幾つか書いてあるのですが、それ以外のものについては明記されていないので、それ以上に明記したも

のについてはしおりのほうで記載するということで対応できるということで、今回このような改正をさせていた

だきました。 

○中村努委員 では、具体的にお聞きしますが、市営住宅、雇用促進住宅もそうなのですが、階段とか通路とか、

そこに照明器具とかついていると思うのですが、これは誰が設置して誰が管理していますか。 

○建築住宅課長 共同のものについては、当然市のほうで負担になりますし、住戸の中の電気につきましては、

照明器具等の修理及び取りかえについては入居者の負担。電気の球が切れた場合については入居者の負担という

形になります。 

○中村努委員 入居者が負担しているのですか。 

○建築住宅課長 球の交換とか消耗品については、入居者に負担していただいています。 
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○中村努委員 階段の電気料です。 

○建築住宅課長 階段の球がえについては共用のものなので、市のほうで交換させていただいています。 

○中村努委員 これは、例えば吉田の市営住宅の場合、球の交換だとか電気料だとか、棟ごとで自治会みたいな

組織をつくって、そこで払っていると聞いているのですが、それは違いますか。 

○建築住宅課長 申し訳ございません。私の勘違いでして、共用の部分の階段部分の消耗品については共益費を

とって、その中で交換していくということで、訂正させていただきます。 

○中村努委員 共益費は誰がとっていますか。 

○建築住宅課長 各団地の自治会のほうでお金をとっているという形になります。 

○中村努委員 基本的に市が入居者に対して共益費を徴収しなければいけないというふうに思うのです。それが

なぜ自治会がやるのか。例えば、共益費を入居者から徴収するということと、入居者がそこの自治会に加入する

かどうかということは全然別問題で、自治会が徴収して管理していかなければいけないということはおかしいと

思うのです。きちんと市が共益費として各それぞれから徴収をして、電力会社等に支払っていくというのが当た

り前だと思うのだけれど、どうしてそういうことにならないのですか。 

○建築住宅課長 過去の経過がどういった形でしていたかということがわからないのですが、それぞれ集会所と

か、そういったもののそれぞれ使う部分の電気代とかガス代とかいったものも含めると、使った人の使用負担と

いう中で負担してきていただきたいという中で、共用部分については電気代も含めて入居者のほうで負担してい

ただいたということできているというものだと思いますので、そこら辺は、今後どういった形で共益費を集めた

かということも含めて再度確認をさせていただきたいと思います。 

○委員長 答弁には時間が必要ということですか。 

○建築住宅課長 確認をさせていただいて、また改めて答弁させていただきたいと思います。 

○委員長 それでは中村委員、しばしよろしいですか。 

○中村努委員 はい。 

○委員長 では、ほかにありますか。 

○古畑秀夫委員 敷金というのは大体どのくらいとっているわけですか。 

○建築住宅課長 家賃の３カ月分でございます。 

○委員長 ほかによろしいですか。中村委員に関しては、今の答弁がないと決議には至らないということでよろ

しいですか。建築住宅課長、どのくらい時間を要しますか。 

○建築住宅課長 できましたら、きょうの夕方までに、もし経過がわかればお答えしたいと思いますが。 

○委員長 しばしだったら、今休憩を入れようと思いましたが。答弁の調整作業だと思います。 

○建設事業部長 できましたら、今１９条のところの条例改正の部分でございますので、今お話があったのは次

の２０条の入居者の費用負担義務というところに関するものと思われますので、うちのほうで今の状況を確認さ

せていただきますので、そんな対応をとらせていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○委員長 時間的にはなるべく早くに作業を済ませていただきたいと思いますが、どのくらいあればよろしいで

すか。 

○建設事業部長 １９条の今の条例改正のほうは１９条にかかわる部分でございますので、今の中村委員のお話
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は次の２０条の今条例改正の部分にかかわらない部分だというふうに、もしそういうふうに解釈していただけれ

ば、１９条の条例改正はここのところで御審議をいただいて、２０条にかかわる部分は後ほど調べて、現状を確

認させていただいて説明をさせていただくということでよろしいでしょうか。 

○委員長 中村委員、今の説明あるいはこの作業で、議決にかかわる部分についてはどう判断されますか。 

○中村努委員 この２０条にも（４）の改正点、前条第１項において市が負担することとされているものを除き

と書いてあるのだけれど、結局そこにかかわってくるわけです。なので、私はその答弁がいただけないと、なか

なか判断つきかねます。 

○委員長 そうしますと、答弁の調整には時間が要するというふうに理解をいたします。これは粛々とやってい

ただくとして、この議決に関しては、一旦その調整が済むまで預からせていただいて、再度質疑から入らせてい

ただくというふうにさせていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○中村努委員 では、現状を調べていただく中で、具体的に私が聞いて、これはおかしいのではないかと思った

こと申し上げますので、その点についても調べておいていただきたいのですが。ある市営住宅と言っておきます

が、そこの共用部分の電気料について、今までは要するに一斉清掃なんかの出不足金をとって、それを充ててい

たという話を聞いています。それで、最近出不足金を出すのが嫌なものだから、みんな出てくるようになったら

電気料が足りなくなってしまって、新たに電気料として、改めて徴収が始まったというのです。そういうような

ことがあるので、それはおかしくないかなと思うのです。これはあくまで市が所有者でありますから、市がそれ

ぞれの入居者から徴収して、入居者が負担するということは問題なのです。だけど、そういうことが今あって、

最近では、要するに自治会に加入しない人も出てきているわけですので、そうした人の分まで入会している人が

負わなければいけないということになってしまうわけです。ですので、その辺の公平を期すために今のやり方と

いうのはおかしいのではないかという、そういうことですので、そういうことも含めて調べていただきたいと思

います。 

○委員長 建築住宅課長、そういうことで、今のお話を聞いた上で調整は可能ですか。 

○建築住宅課長 確認させていただきます。 

○委員長 それでは、しばしこの件については預からせていただいて、時間をとります。後ほど、調整が済み次

第連絡をください。議題にいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１５号 市道路線の認定について 

○委員長 次に議案第１５号市道路線の認定についてを議題といたします。説明を求めます。 

○建設課長 それでは、第１５号市道路線の認定について御説明をいたします。議案関係資料５０ページをお開

きください。 

提案理由でございますが、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

概要につきましては、４路線を認定するものです。１路線は、塩尻駅北区画整理事業に伴うものです。また、

残りの３路線につきましては、開発事業に伴い帰属等を受けた道路となります。最初に路線番号３５７７、路線

名大門桔梗ヶ原１９号線です。場所につきましては５２ページをお願いをいたします。別図１を御覧ください。

塩尻駅北区画整理事業で整備する道路となります。交差点と公安の協議が整いましたので認定を行い、来年度道
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路築造をするものでございます。５０ページに戻っていただきまして、延長につきましては約４０メートル、幅

員は４メートルでございます。道路の構造物等につきましては、道路両側に自由勾配側溝が設置されることとな

っております。次に、開発事業に伴う３路線となります。路線番号３５７８、路線名が芝茶屋１５号線です。場

所につきましては５３ページをお願いいたします。別図２にありますように、国道１９号線緑ヶ丘南交差点を西

に向かったところとなってございます。ページを戻っていただきまして、延長につきましては約２４メートル、

幅員は４．５メートルでございます。開発道路の構築物等は、片側に自由勾配側溝が設置され、終点に回転広場

が設けられております。雨水処理は浸透ますが設置されております。区画数は４区画となっております。次に路

線番号３５７９、路線名が駅西４１号線です。場所につきましては５４ページとなります。別図３でございます。

塩尻駅の西口、サントリー塩尻ワイナリーの付近となります。ページを戻っていただきまして、延長につきまし

ては約２８メートル、幅員は４．２メートルでございます。道路の構造物等は、道路の片側に自由勾配側溝が設

置されておりまして、雨水処理として１カ所の浸透ますが設置されております。区画数は４区画となっておりま

す。続きまして、路線番号５４１１、路線名が町区町裏支線でございます。場所につきましては５５ページ、別

図４でございます。セイコーエプソン塩尻営業所の東側となります。ページ戻っていただきまして、延長につき

ましては４２メートル、幅員は６．６メートルでございます。道路の構造物等は、道路の両側に自由勾配側溝が

設置され、回転広場が設けられております。雨水処理として１カ所の浸透ますが設置され、区画数は９区画とな

っております。以上、今回認定する路線でございます。 

参考といたしまして、５１ページをお願いをいたします。今回認定することによって、市道の路線数は４路線

増加をして２，５３０路線となります。延長につきましては１３４メートル増加しまして、８９万５，５７８メ

ートルとなります。説明は以上でございます。よろしく御審議をお願いをいたします。 

○委員長 それでは、質疑を行います。委員の皆さんから質問がありましたら。 

○中村努委員 ３５７７ですが、説明があったかどうか。現道はあるわけですか。 

○建設課長 もともと市道として認定をされておりましたが、区画整理を実施することに伴いまして廃止をして、

一部、区画の中につくる道路は認定をかけてございますが、この部分につきましては、認定をしていなかったと

いうこと。交差点協議等、整いましたので、今回改めて認定をするものでございます。ですから、前回、一回、

この路線を廃止しましたけれども、今回、交差点、こういった協議等が整いましたので、改めてこの部分だけは

認定をかけさせていただくものでございます。 

○中村努委員 わかりました。そうすると、この先、ずっと市道は続いていますけれども、これはそのままとい

うことですか。 

○建設課長 この部分のほかのところにつきましては、区画の中の区画整理の道路として築造されていまして、

この部分、その築造された道路から西通線につながる部分だけが少し認定が遅れていたということで、今回認定

をかけているものでございますので、ほかの路線については、区画の整理の中のいろいろな道路で、少し位置と

変わってしまっていますが、そのようなことでございます。 

○委員長 よろしいですか。 

一点、私のほうから。今の関係ですが、今まで、今、区画整理がされて、いい道が入っているというところは、

もう既に認定済み。前回やった分がそこにあって、そして、今回やったところだけが残っていたということで、
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今回の終点が前回議決した道路の起点になっているという理解でよろしいですか。 

○建設課長 起点終点は、そういうことで、起点のほうは西通線側、終点が矢印の先なので、そういう形となり

ます。 

○委員長 わかりました。ほかによろしいでしょうか。 

それでは、質疑を終了します。これより、自由討議を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 議案に対する討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第１５号については、原案のとおり認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第１５号市道路線の認定について全員一致をもって可決すべきものと決しまし

た。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１７号 令和２年度塩尻市一般会計予算中 歳出４款衛生費中１項保健衛生費６目環境保全費のうち合

併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿処理費、５款労働費（１項労働諸費２目ふれあい

プラザ運営費を除く）、６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、１１款災害復旧費 

○委員長 それでは、議案第１７号令和２年度塩尻市一般会計予算についてを議題といたします。これは数がた

くさんありますので、区切って行いたいと思います。始めに、歳出４款衛生費中１項保健衛生費６目環境保全費

のうち合併処理浄化槽設置事業及び第２項清掃費１目し尿処理費の説明を求めます。説明者は議事の進行にあわ

せて、適宜入れかえを行ってください。 

○下水道課長 それでは、予算書１８９、１９０ページ、予算案説明資料５１ページになりますのでお願いいた

します。 

４款衛生費１項保健衛生費６目環境保全費１８節負担金補助及び交付金のうち、下から２つ目の白丸、合併処

理浄化槽設置事業６３８万２，０００円のうち主なものにつきまして、上から２つ目の黒ポツ、合併処理浄化槽

設置事業補助金６３０万円でございますが、この補助金につきましては、下水道事業、農業集落排水事業のいわ

ゆる集合処理区域外のエリアにおきまして、生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止し、衛生的で快適な生

活環境を確保するため、合併処理浄化槽設置者に対して補助を行うものです。令和２年度につきましては５人槽

６基を見込んでおります。 

続きまして、予算書１９３、１９４ページの４款衛生費２項清掃費１目し尿処理費をお願いいたします。１９

４ページの白丸、し尿処理施設管理費でございます。この予算につきましては、し尿、浄化槽汚泥、農集排汚泥、

楢川地区の特管汚泥を衛生センターにて受け入れ前処理、希釈を行った後、公共下水道へ流下させるための費用

となっております。予算額８，２１８万６，０００円のうち、主なものについて申し上げます。上から２つ目の

黒ポツ、消耗品費３７９万３，０００円でございますが、活性炭、ポリ硫酸第二鉄等の薬品の購入費用でござい

ます。それから４つ下の黒ポツ、電力使用料８０５万２，０００円でございますが、衛生センターの施設の稼働

に要するものでございます。それから２つ下の黒ポツ、営繕修繕料１，１４０万２，０００円でございますが、
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破砕機、ドラムスクリーン、圧縮機等の修繕を行うものです。下から４つ目の黒ポツ、衛生センター運転管理業

務委託料１，１２８万６，０００円でございますが、衛生センターの機器の運転施設の管理を委託する費用でご

ざいます。 

１枚おめくりいただきまして、予算書１９５、１９６ページをお願いいたします。一番上の黒ポツ、電気設備

更新工事３，８００万円でございますが、現在の衛生センターが運転を開始した昭和６０年から３０年以上稼働

してまいりました高圧受電設備を更新するものです。私からは以上でございます。 

○委員長 それでは説明を今、受けました。歳出４款衛生費中、１項保健衛生費６目環境保全費のうち、合併処

理浄化槽設置事業及び第２項清掃費１目し尿処理費までの質疑を行います。委員の皆さんから質疑がありました

ら。 

○中村努委員 合併処理浄化槽ですけれども、大体、市内に、今までどのぐらい設置をされて、あと、合併処理

浄化槽でないとできない箇所というのはどのぐらいあって、この予算では、そのうち何軒分の補助を予定してい

るのか。 

○下水道課長 現在、塩尻市内には個別処理区域ですけれども、全体で対象戸数は１５９戸ございまして、今ま

でに浄化槽設置済の家屋は１０６戸残っております。ですので、個別処理区域のうち、まだ浄化槽が設置されて

いない家屋につきましては、今のところ、住民基本台帳ベースですけれども５３軒残っている状態でございます。

以上です。 

○中村努委員 ５３軒のうち、この予算で対応するのは何軒ですか。 

○下水道課長 この５３軒が個別、集合処理区域外の補助対象家屋となりますので、この５３軒の方が全て補助

対応の方となります。 

○委員長 ことしの予算で予定している数という質問ですが。 

○下水道課長 補助事業につきましては、それぞれ合併浄化槽を設置しようとされる方が、浄化槽を設置したい

ので補助をしてくださいというような申請があってからですので、６基までは予算の範囲内ですので、６基分ま

での要望があれば事業として対応が可能となっております。以上です。 

○中村努委員 この５３軒の方というのは、どうやって処理をしているのですか。 

○下水道課長 水洗化されていませんので、し尿についてはくみ取り、雑排水については地下浸透ということで

処理していただいております。 

○中村努委員 できるだけというか、そういう方が合併浄化槽にしてもらわないといけないと思うのですが、そ

れを行政のほうから何とか説得して何とかやってもらうとか、そのようなことはするわけですか。 

○下水道課長 公共下水道につきましては、下水道法に基づきまして本管が通ったあと、まずは水洗管接続義務

というのが生じるのですけれども、浄化槽に関しましては、補助金以外にも自己負担していただく分というのも

ございますので、それぞれの御家庭の事情等もありますので、なかなか市のほうで、現状では積極的に設置して

くださいということでの取り組みはできない状況です。 

○中村努委員 あくまで、個人の申請を待っているというだけで、いわゆるそういうことでいいわけなのですか。 

○委員長 質問でよろしいですか。 

○中村努委員 はい。 
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○下水道課長 本来、浄化槽設置の目的というのは、設置者の方にとっては生活環境が向上するという機能と、

ある一方では、水環境、水質汚濁を防止するという２つの目的がありますので、水質汚濁を防止するという観点

からは、市のほうでも働きかけというのは、このような制度がありますということで、御案内は必要ではないか

という認識はあります。以上です。 

○中村努委員 いいです。 

○委員長 よろしいですか。 

○古畑秀夫委員 そうすると、今の関連ですけれども、結局、水洗にできない地域というのは公共下水なりのと

ころからどのぐらい離れているとか、決まりがあって対象外ということのわけですか。その辺の基準というか、

それはわかりますか。 

○下水道課長 公共下水道への集排といった集合処理と、浄化槽という個別処理は、どちらのエリアにするかと

ういことについては、国土交通省と農水省、環境省でそれぞれ経済比較の共通のルールを決めて、集合処理をや

ったほうが経済的であるエリアと、個別処理区域でやったほうが経済的であるエリアというのを判定して、エリ

アマップというのを作成して、経済判定の結果、個別処理のエリア、集合処理のエリアということで決まってお

ります。以上です。 

○古畑秀夫委員 それで、施設だけつくるというと、施設だけといっても水道だけではなくて、うちの改修もし

なければいけないから大分かかるとは思うのだけれども、設備そのものというのは、個人負担は、いわゆる市か

ら補助している金額のほかに、例えば５人槽であれば、大体どのぐらいかかるわけでしょうか。 

○下水道課長 まず、トイレ水洗化をしたり、トイレ、お勝手の水を浄化槽までもっていく配管というのは、下

水道も農集も共通の設備ですので、特にはそちらのほうの費用までは把握していないですけれども、合併浄化槽

を設置して、塩尻の場合、地下浸透をしていただくお宅が多いのですけれども、ここ一、二年の実績ですけれど

も、５人槽を設置した場合、浄化槽本体と地下浸透の設備で、５人槽の場合、やはり１３０万円前後のお宅が多

いような状態です。以上です。 

○古畑秀夫委員 それで、いわゆる市からの補助というのは、それでどのぐらい出て、個人負担がどのぐらいだ

ったのか知らないけれど。 

○下水道課長 市の合併浄化槽の設置補助金につきましては、まず、補助金枠設置工事費から、受益者負担金相

当額というのを控除した残りの金額を補助金として交付させていただいております。５人槽の場合、少ないお宅

では５５万円ほど、多いお宅では１１０万円ほどの金額が補助金として市から交付いたしております。以上です。 

○古畑秀夫委員 できれば、先ほど中村委員も言ったように、できる限り合併浄化槽などを使ってもらいたいと

いう、こういう補助金もありますとぜひ知らせて、水資源守るためにも、そのようにできる限りしていただきた

いと思います。これは要望です。 

○委員長 要望でよろしいですか。ほかに。 

それでは、歳出４款衛生費中、１項保健衛生費６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費

１目し尿処理費までは、以上で終了といたします。 

次に、５款労働費。内容は、１項労働諸費２目ふれあいプラザ運営費は除くということでございます。その範

囲の説明を求めます。 
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○産業政策課長 それでは、２枚おめくりをいただきまして、予算書の１９９、２００ページをお開きください。

あわせまして予算関連資料の２３ページを御覧ください。５款労働費１項労働諸費１目労政費の主な事業につい

て説明いたします。 

最初に歳出の人件費の説明につきましては、各課共通で当該科目ごと説明欄に、一般職の正規職員につきまし

ては職員給与費として、嘱託員、臨時職員につきましては会計年度任用職員報酬としてそれぞれ計上してござい

ます。原則として各課からの説明は省略をいたします。 

それでは、説明欄の上から３つ目の白丸、労働者福祉対策事業は予算額４，８００万円でございます。その下

の黒ポツ、中小企業退職金共済掛金補助金３６０万円は、中小企業退職金共済等の掛金を支払いました事業主に

対しまして、１３０事業所６００人分の掛金の一部を補助するものでございます。その下の黒ポツ、勤労者福祉

サービスセンター運営補助金８００万円は、個人事業者を含めました中小企業勤労者の福利厚生を図る塩尻筑南

勤労者福祉サービスセンターへの運営補助金です。朝日村、山形村からの負担金２３５万７，０００円をあわせ

て補助するものでございます。その下の黒ポツ、塩尻地区労働者福祉協議会補助金１４０万円は、労働者団体で

構成します塩尻地区労働者福祉協議会への事業費補助で、労福協フェスティバルの開催でありましたり、福祉施

設奉仕などの勤労者福祉活動に取り組む事業へ補助するものでございます。その下の黒ポツ、勤労者福祉資金融

資預託金３，５００万円は、勤労者等を対象といたしました限度額３００万円、返済期間１０年以内、資金使途

に応じた低利な貸付利息をするための原資を金融機関に預託したものでございます。近年の利用実績を考慮しま

して、５００万円を減額しております。 

次の白丸、雇用対策事業は、予算額３０６万７，０００円でございます。一番下の黒ポツになります塩尻地区

労務対策協議会補助金１００万円は、新規就職者等及び内定者向けの研修会の開催や高校の教職員を対象としま

した企業視察会等を実施する事業に補助をするものでございます。 

その下の白丸、技能者褒章事業は予算額２８万３，０００円でございます。これは、市技能者褒賞要綱による

技能功労者、優秀技能者への記念品等の諸経費でございます。 

続きまして、次の白丸、子育て女性等就労支援事業は予算額４２０万円でございます。その下の黒ポツ、子育

て女性等就労支援事業委託料は就業を目指す子育て中の女性に対し、講習などを行いましてスキルアップや就業

につなげるための支援を行う事業を、塩尻市振興公社へ委託するものでございます。国の地方創生推進交付金２

分の１を財源として充当をしております。 

次の白丸、ＵＩＪターン促進事業は予算額６７４万円でございます。その下の黒ポツ、実践型インターンシッ

プ負担金４５０万円は、大学生の地方企業への就職や企業が学生の視点を持ちまして課題解決を図ることを目的

としたインターンシップ事業として、塩尻市地区労務対策協議会へ補助金を交付しているものでございます。こ

ちらも国の地方創生交付金２分の１が財源となっております。おめくりをいただきまして、２０１、２０２ペー

ジをお開きください。一番上の黒ポツ、ＩＴ事業者居住費補助金２４万円は、ＩＴ事業者の本市への本格的な移

住、事業開始及び拠点設置に向けて試行的に移住、創業を行うものに対して補助金を交付するものです。令和元

年度は、２人のお試し移住者がおりまして１２月補正で１２万円の増額をお認めいただいておりますので、その

実績を踏まえまして、令和２年度当初予算も１２万円を増額してございます。上から２つ目の黒ポツになります

けれども、移住就業・起業支援補助金２００万円は、東京一極集中の是正を目指し、ＵＩＪターンを促進するた
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め、大都市圏から中小企業に就職または起業する転入者に対し、上限１００万円の支援金を交付するものでござ

います。国の地方創生交付金を活用しておりまして、国が２分の１、県が４分の１、市が４分の１を負担する、

国の制度に基づいております。令和元年度から新たに開始した事業でありましたが、本市の実績はゼロ件。全県

を見ましても、５件でございます。したがいまして、２名分２００万円を減額しております。 

次の白丸、テレワーク推進事業は予算額１，３００万円でございます。その下の黒ポツ、塩尻型テレワーク環

境整備事業委託料は塩尻市振興公社へ委託するもので、好きな時間に好きなだけ働ける新たな働き方を行ってい

るものが本市のテレワークの特徴となっており、現在、テレワーカーは登録で６６０人、実働で２７０人おりま

して、令和元年度の受注見込み額は１億６，０００万円強で対前年１．３５倍の事業規模になっております。約

３０社から自動運転関連のデータ作成、企業の経理事務などを受注しております。また、オフィスの拡張工事を

実施しており３月末に竣工いたします。こちらも国の地方創生交付金、２分の１を充当しております。 

次の白丸、ローカルキャリア普及促進事業は、予算額５０万円でございます。その下の黒ポツ、プロフェッシ

ョナル人材就業促進事業補助金は、都市部からの人材管理を促進し中小企業の人手不足を解消するために、長野

県のプロフェッショナル人材戦略拠点を活用した人材のマッチング支援を行っておりまして、受け入れに必要な

民間人材ビジネス事業者へ支払う手数料の一部を上限２５万円補助しているものでございます。 

次の白丸、高齢者雇用対策事業は予算額１，３６８万２，０００円でございます。その下の黒ポツ、シルバー

人材センター補助金１，３６５万４，０００円はシルバー人材センターの運営に係る補助金です。補助金のうち

１７６万６，８２７円は一緒にやっております朝日村が負担をしているものでございます。５款労働費の説明は

以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長 それでは、今、説明がありました５款労働費の質疑を行います。委員の皆さんからありましたら。 

○中村努委員 ２０２ページのテレワーク推進事業ですけれども、今、コロナウイルスの関係でテレワークが推

奨されていますが、その関係で、この当初予算には当然入っていないと思うのですが、それについての何か新し

い支援みたいなものはあるわけですか。 

○産業政策課長 委員御指摘のとおり、コロナウイルスの関係でテレワークが見直されております。塩尻のテレ

ワークは人が集まってセキュリティを保持しながらするテレワークでありまして、やはり人が集まるということ

で、ワーカー自体がそういった集まる環境を嫌がるというところもありまして、できる仕事は、今、在宅に切り

かえるような、そのような形で、今、市のほうのテレワークをやっております。御指摘のたな御支援というもの

ですが、現在は、まだ市のほうでは制度はございませんけれども、国の動向で、国がテレワークを推進する方向

で動いておりますので、そういったいい支援制度ができましたら、市もそういったものを受けまして、テレワー

ク環境が広がるように努めてまいりたいと考えております。 

○中村努委員 わかりました。これ以外にも、労働環境、国からコロナウイルス対策で、いろいろな支援がある

と思います。できるだけ早く、こういったメニューが、どういう人に対象になるかというようなことを、ぜひお

知らせしていただきたいので、わかり次第、整理して発表をお願いしたいと思います。 

○産業政策課長 一例を申し上げますと、今、雇用調整助成金が非常にメニューを広げておりまして、こちら、

明日になりますけれども、ハローワークの職員が、塩尻商工会議所に出向いて、午後、１０組限定で３０分ぐら

いずつの相談会を開催いたします。こちらも非常に受ける企業が多くて、１０者満席になっておりまして、そう
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いったふうに国のメニューがありますので、ハローワーク松本にはありますけれども、やはり出向いてもらって

労働者の相談を受けやすい体制をつくりながら、市内事業者の支援をしてまいりたいと考えております。 

○委員長 よろしいですか。ほかに。 

○古畑秀夫委員 今の関連ですけれども、商工のほうでと思ったのですけれども、今、不景気というか、いろい

ろ外へ出てはいけないということで、飲食から観光から中小企業は大変な状況になっていると思うのですけれど

も、市内の状況はどの程度把握しているか、もしわかりましたらお願いしたいと思います。 

○産業政策課長 ２週間ほど前から、市内の事業者、金融機関に対して聞き取り調査を行っております。実は、

１カ月ほど前は、影響が、中国人のインバウンドの影響が発しまして、市内は割と限定的でございましたけれど

も、その後、日本人が全く動かなくなったところで影響がかなり広がってきておりまして、御存じのとおり、飲

食、あと宿泊の関係、そういったもののキャンセルが相次いでいる状況でございますし、市内の製造業におきま

しても、半導体関連が１２月から底を打って、少し回復してきたところを、出ばなをくじかれてとまってしまっ

ている。あと、部品が入ってこない。そういったところの状況がございます。 

また、３月末ということで、資金需要が非常に逼迫しているような状況もございまして、非常に、昨日も会議

所で相談がありましたけれども、相談が多いような状況になります。事業者の皆さんに聞きますと、先が見えな

い、どこで収束するか見えていないというところが、一番の不安でございます。また、国のほうでも、いろいろ

な制度がありますけれども、例えば、無利子、無担保で融資をする制度等、新聞にやはり出ますけれども、その

制度の骨格、大きなところだけ見えて、具体的な手続まで見えていない状況で、非常にそういった面でも、今、

混乱を来して、そんな声が聞こえております。以上です。 

○古畑秀夫委員 できる限り把握していただいて、県を通して国に、こういうことで困っているので、こういう

ようにという、先ほど中村委員も言ったようなことを市としてもできる限り把握をして、国で的確な対策を立て

て、困っている人たちに支援できるようにつかんでいただきたいと思います。これは、要望にしておきます。 

○委員長 よろしいですか。ほかに。 

○議長 お願いします。子育て女性等就労支援事業、２００ページのところと、それから次の２０２ページのテ

レワークの関連と言いますか、お聞きをしたいのですけれども。テレワークも最初は「ＫＡＤＯ」と言いますか、

女性の再就職のことから始まって、今、ウイングロードのほうも改修して、広げていくということでありますけ

れども、女性の再就職だけではなくて、障がい者ですとか、少し幅が広がっているというふうにお聞きをしてい

るのですけれども、その令和２年度の予定と言いますか、その辺を少し教えていただきたいのですが。 

○産業政策課長 テレワークですけれども、おっしゃるとおり、今、いろいろなところで広がりを見せておりま

す。今、テレワークは６６０人いるうち、いわゆる高齢の方、６０歳以上の方が１５人もおりますし、障がい者

の方が約１０名ほど働くと、そのような形になっております。令和２年度でございますけれども、そういった幅

広いところで、いろいろな皆さんが働くことの大切さが知れると言いますか、いわゆるバリアフリーに働けるよ

うな、そういうところの就労環境もテレワークが一つ務めていければと考えております。 

○議長 それで、こちらの子育て女性等就労支援事業というのとは、関連性はどうなのか。その辺、お願いしま

す。 

○産業政策課長 子育て就労支援事業は幅広く、いろいろなところで勤める方のキャリアアップも務めておりま



15 

 

すけれども、同時に、この就労支援事業を受けた方で、そのままテレワークのワーカーになる、そういった方も

いらっしゃると聞いております。以上です。 

○議長 公社のほうに聞かないといけないのかもしれないのですが、高齢者ですとか、障がい者ですとか、いろ

いろな可能性のほうに広がるのはいいと思うのですが、聞いたところによると、今までは女性の再就職というこ

とで関わっていた部分で、例えば託児のお金ですとかが出せないのではというようなことで、悩みを聞いている

のですけれども、やはり、小さな子供がいる場合、託児をしなければ、なかなかそういったことに取り組めない

し、正規の社員としてばりばりと働いているというのとも、また違うので、その辺の状況の兼ね合いで懸念とい

うか、心配している声があるのですけれども、その辺は何か聞いていますでしょうか。 

○産業政策課長 テレワークでございますけれども、託児をやってきておりまして、平成２９年度ぐらいまでは、

業務量が限られていたので、託児で皆さん見ていました。業務量がだんだん拡大してきておりまして、今、実は

託児の費用７００万円ほどかかっておりまして、販管費の２割を占めるまでに上がってきております。そういっ

たことを考えまして、託児をしている方が１５名ほどいらっしゃったのですけれども、昨年の当初から見直しを

始めますという話をして、原則的には保育園に入園をして進めてくださいと、そういう形をとっております。全

てが全て保育園にというわけにもいかなかったものですから、若干、託児の必要な方、生じてきております。せ

っかくですので、こういった子育てしながら働くことの支援も、テレワークの目的としておりますので、そうい

った相談の声も私どもに届いておりますので、うまく調整をしながら、いわゆるもめごとと言いますか、そうい

ったことにならずに、テレワークが機能するように努めてまいりたいと考えております。 

○議長 よろしく、声を聞いていただけるよう、お願いをいたしたいと思います。２００ページの雇用対策事業

のところの、塩尻地区労務対策協議会補助金のところで、先ほど説明で、新規就職ですとか、あるいは高校への

企業の紹介という説明がありまして、高校のほうでもそういったことで、非常に紹介とか説明というか、しても

らってよかったという声を先生方からお聞きしているところなのですけれども。最近、中高年のひきこもりも、

かなり数が多いというようなことで、やはり仕事のマッチングですとか、あるいは今、この労働者不足の中で、

なるべく多くの方が、やはり働く場に出られるようにというようなことで、例えば、この協議会などでは、そう

いったような、今のようやく浮き出てきた課題について協議をしたりとか、そういったことは、今後していくか

どうか、その辺が気になるところなのですけれども、担当課として、どのようにお考えかお願いします。 

○産業政策課長 ひきこもりとかニートの関係ですけれども、令和元年度から事業のほうを男女共同参画課に移

しました。若者サポートの事業の委託がございまして、そちらのほうでも取り組んでいますけれども、労務対策

協議会、いわゆる本当に人手不足の中で、いろいろな人が働けるようにと、そういった目的もございますので、

今現在は、そういったところを対象にした事業は取り組んでいませんけれども、また、来年度も事業計画を立て

る中で、今、御指摘のありました事項も含めまして検討してまいりたいと考えております。 

○議長 よろしくお願いします。 

○委員長 よろしいですか。ほかに。５款労働費については、よろしいでしょうか。 

それでは、質疑は５款労働費については、以上で終了といたします。 

ここで若干、休憩といたします。２０分からということで、よろしくお願いいたします。 

午前１１時１０分 休憩 
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――――――――――― 

午前１１時２０分 再開 

○委員長 それでは休憩を解いて、再開をいたします。 

次に６款農林水産業費の説明を求めます。 

○農業委員会事務局長 それでは予算書の２０３、２０４ページをお願いいたします。あわせまして、予算説明

資料５３ページを御覧いただきたいと思います。６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費から御説明いた

します。予算額につきましては、５，１９０万３，０００円でございます。 

２０４ページ、説明欄の２番目の白丸、農業委員等活動費２，１９６万５，０００円でございますが、農業委

員及び農地利用最適化推進委員の活動に伴う経費でございまして、主なものでは、１番目のポツ、農業委員等報

酬３８人分２，０１２万円でございます。昨年度から６２８万２，０００円の増となっておりますが、こちらの

ほうですが、農地利用最適化推進委員を７人から１２人に増員した際に、委員１人当たりの報酬額を減額しまし

たことから、減額分を補填するための農地利用最適化交付金の部分が増額となっております。この増額分につき

ましては、全て国からの交付金となっております。それから、次のポツでございます。記念品代７万５，０００

円でございますが、これは今期で退任される委員さんの記念品代でございます。 

次に、３番目の白丸、農業者年金事務諸経費３６万円でございますが、この経費は農業者年金の受託事務で、

年金裁定請求等の事務処理にかかわる経費でございます。 

次に、４番目の白丸、農業委員会事務局諸経費３１３万４，０００円でございますが、この経費は農業委員会

事務局の諸経費でございます。主なものですが、下から３番目のポツ、農地地図情報検索システム業務委託料１

９０万３，０００円でありますが、農地基本台帳の農地所有者の住民記録ですとか、農地の地番、面積などの情

報、それから地図データの更新を委託するものでございます。また、下から２番目のポツ、電算機器使用料４６

万７，０００円でございますが、来年度導入を予定しておりますタブレット端末の使用料でございます。農地基

本台帳のデータをインストールいたしまして、現地調査等で使用するためのものでございます。私からは以上で

ございます。 

○農政課長 続きまして、次のページ、２０５、２０６ページをお願いいたします。説明資料は２５、２６ペー

ジになりますので、よろしくお願いいたします。続きまして、２目農業総務費からお願いいたします。農業費は

項目が多いので主だったものの説明とさせていただきます。また、途中、有害鳥獣と農地流動化事業につきまし

ては、森林課、農業委員会の説明となりますので、よろしくお願いいたします。 

上から２つ目の白丸、農業総務事務費１６８万９，０００円でございます。説明欄、一番上の黒ポツ、農業振

興協議会委員報酬１１人分で１４万８，０００円につきましては、市の農業振興協議会の委員１１人分の報酬で

ございます。令和２年度は、年４回の協議会の開催を予定してございます。下から５つ目の黒ポツ、登記書類作

成委託料５０万円につきましては、国土調査の誤り訂正に係る登記委託料でございます。 

続きまして、３目農業振興費をお願いいたします。白丸、園芸産地基盤強化等促進事業１，６２４万５，００

０円でございます。一番上の会計年度任用職員報酬から４つ目の費用弁償までトータルで３０３万３，０００円

でございますけれども、産地保全支援員１名分の報酬等で、農地の集積、集約支援と、新規就農者への支援を行

うものでございます。次の黒ポツ、野菜価格安定事業補助金９００万円でございます。野菜生産出荷安定法に基
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づき、野菜価格の下落時に生産者への補給金として交付される野菜価格安定制度の基金造成にかかわる農家負担

軽減のための定額補助でございます。下から３つ目の黒ポツ、農地地力向上対策事業補助金１６８万２，０００

円でございます。化学肥料に頼らない土壌づくりを行うもので、レタス根腐れ病の総合対策と風食防止のために

燕麦等緑肥種子購入費に対する３分の１以内の補助を行うものでございます。次の黒ポツ、防薬ネット設置事業

補助金５０万円でございます。農薬の飛散防止のためのネット設置に２分の１以内を補助するものでございます。

次の黒ポツ、環境保全型農業直接支援事業補助金１８３万円でございます。環境保全型農業、減農薬、減化学肥

料に取り組む販売農家に、国２分の１、県４分の１、市４分の１ずつ負担し、助成する国の事業、環境保全型農

業支援事業の交付金でございます。 

次のページ、２０７、２０８ページをお願いいたします。白丸、畜産振興事業１８５万５，０００円でござい

ます。主に、高ボッチ牧場の維持管理費でございます。一番下の黒ポツ、家畜損害防止対策事業推進協議会負担

金８３万８，０００円でございます。長野県農業共済組合に加入する農家の診療、飼養指導、損害防止措置等を

行う家畜診療所等、家畜伝染病及び疾病事業を行う家畜損害防止対策協議会への市の負担金でございます。 

次の有害鳥獣は森林課のほうから説明いたします。 

○森林課長 次の白丸、有害鳥獣駆除対策事業１，７１２万８，０００円であります。２つ目の黒ポツ、会計年

度任用職員報酬２８４万３，０００円は、鳥獣対策パトロール員３人分、それからカラスおり管理人１人の計４

名分の人件費でございます。次に、下から５つ目の黒ポツ、有害鳥獣駆除対策協議会負担金９０６万８，０００

円であります。これは野生鳥獣の駆除活動を実施しております協議会への負担金であります。前年度と比較いた

しまして２９８万円の増額となっておりますのは、大型獣の駆除費の増額によるものであります。私からは以上

です。 

○農政課長 続きまして、お願いいたします。有害鳥獣の補助で下から３つ目の黒ポツになりますけれども、黒

ポツ、有害鳥獣防除対策事業補助金で１１０万円でございますけれども、これは農政課でやっておりまして、農

作物被害防止のための電気柵の設置補助でございます。 

では、次の白丸、農業振興資金等利子補給事業でございます。一番上の黒ポツ、農業振興資金利子補給金４２

１万７，０００円でございます。市の農業振興資金融資あっせん規則に基づくものでございます。次の黒ポツ、

農業経営基盤強化資金利子助成事業５６万４，０００円でございます。農地取得を含む施設整備、また長期運転

資金融資及び借入資金の借款に伴う利子助成でございます。 

次の白丸、ぶどうの郷づくり等推進事業２，３２８万７，０００円でございます。果樹総合産地の維持発展を

図るものでございます。果樹園整備促進事業と果樹共済加入推進事業の補助事業も実施するものでございます。

次の黒ポツ、果樹園整備促進事業補助金１，８６６万３，０００円でございます。果樹産地としての生産振興を

図るための果樹園整備、優良果樹苗木導入、ぶどう雨よけ施設の３つの事業に対し、補助するものでございます。

果樹棚整備事業補助のほうで１，１８６万３，０００円、優良果樹苗木導入事業補助のほうで４８０万円、ぶど

うの雨よけ施設のほうで２００万円を予定してございます。次の黒ポツ、果樹共済等加入推進事業４６２万４，

０００円でございます。果樹農家のための自然災害等のセーフティーネットであります果樹共済、また令和２年

度からは農業経営収入保険についても掛け捨て部分の加入金の２分の１以内を補助するものでございます。 

次の白丸、中山間地域等直接支払事業２，９８７万２，０００円でございます。耕作条件の悪い急傾斜地にお
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いて、地域ぐるみで農地の保全を行う行動をする集落に対する国の直接支払交付金制度でございます。次のペー

ジ、２０９、２１０ページをお願いいたします。上から６つ目の中山間地域等直接支払交付金２，９２９万４，

０００円でございます。中山間地域において耕作放棄地の防止、水利や道路等の管理、また木の保全活動などの

生産活動などに対して協定に基づく活動内容に応じて集落単位に交付する国の交付金事業であり、国、県、市が、

それぞれ３分の１ずつ負担するものでございます。現在１９集落１５２ヘクタールで行っておりますが、１集落

ふえて１５６ヘクタールの予定でございます。 

次の白丸、農作物自給率向上事業でございます。９５５万円。農家の経営安定と、農作物の安定供給による自

給率向上を目指し、米の需給調整や経営所得安定対策を実施し、あわせて遊休荒廃農地の拡大防止と耕作放棄地

の解消、農地の活用等を図る事業でございます。下から３つ目の黒ポツ、農地再生支援補助金５２万５，０００

円でございます。荒廃農地の再生、石礫地へのストーンクラッシャーの導入などの経費に対する補助でございま

す。次の黒ポツ、経営所得安定対策直接支払推進事業補助金５５５万円でございます。市内７地区に分かれてお

ります塩尻、片丘、広丘、宗賀、北小野、洗馬、楢川の７つの地区の推進活動費、また営農計画確認作業経費と

して国から市を経由して市農業再生協議会へ支出されるものでございます。次の畑作物作付補助金１６２万１，

０００円でございます。平成２７年度国の制度改正によりまして支給対象者が国のほうからの認定農業者、認定

新規農業者集落営農に限定されたために、残りの中小規模農家への本市独自支援策として国の補助額の９割相当

額を、麦、大豆、そば、菜種の収量に応じて補助しているものでございます。 

次の白丸、農業経営体育成支援事業２，７３２万８，０００円でございます。持続性のある力強い農業を構築

するため、人・農地プランをもとに新規就農者を支援するとともに地域の核となる農業者に農地の集積を行うも

のであり、また、柿沢にある加工所などの施設維持管理経費でございます。下から７つ目の黒ポツ、農業者育成

研修補助金１００万円でございますが、塩尻志学館高校生の海外ワイン研修に係る経費に対する４名分の補助で

ございます。１つ飛ばしまして、黒ポツ、新規就農者機械導入事業補助金４５１万５，０００円。新規就農者が

経営に必要な機械器具等の購入に対する経費を補助するものでございます。次の黒ポツ、新規就農者就農支援負

担金６０万円でございます。市の農業再生協議会事業また定年帰農者を含む、おおむね６０歳までの新規就農希

望者または新規就農者の生活費として助成するものでございます。次の黒ポツ、農業次世代人材投資事業補助金

１，５００万円でございます。平成２９年度から青年就農給付金の名称を農業次世代人材投資資金に改めたもの

でございます。国の１０分の１０の補助でございます。１つ飛ばしまして、農業用機械導入補助金４００万円で

ございます。今まで共同利用機械として５人以上の団体に補助しておりましたけれども、改めまして、人・農地

プランに位置づけられた地域農業を担う農業者また集落営農を担っている団体への機械導入補助に対する支援を

行うものでございます。 

次のページ、２１１、２１２ページをお願いいたします。一番上の白丸、農業再生推進事業２４３万１，００

０円でございます。農家の高齢化や優良栽培技術の継承、また地球温暖化に伴う気性変動、国内外の産地間競争

の対応といった農業の諸問題解決を図るための関連事業費でございます。３つ目の黒ポツ、ワイン銘醸地振興事

業委託料６０万円でございます。次代のワイン産業を支える人材の確保・育成を図るため、塩尻ワイン大学の企

画運営の助言や醸造に関する講座の講師、またはワイナリー立ち上げ等の起業相談等の業務を委託するものでご

ざいます。２つ飛ばしまして、黒ポツ、農業再生ネットワーク会議負担金１５１万円でございます。平成２６年
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度より開校しております塩尻ワイン大学、今、２期目の事業を行っておりますけれども、その運営費として塩尻

市農業再生ネットワーク会議への負担金として計上するものでございます。 

次の白丸、農業公社運営事業でございます。その下の黒ポツが、農業公社運営補助金でございますけれども、

農業公社へ運営補助をするものでございます。 

次の白丸、農産物流通促進事業２７２万８，０００円でございます。兼業農家、中小零細農家及び高齢農家の

ために、地域農業、農村の再生と、持続発展を目指し、少量多品目栽培農家を中心とする流通網を構築拡大する

とともに、農産物の作付農家よる有利販売により農家の収益の改善を図る取り組みを継続しているものでござい

ます。１つ下の黒ポツ、流通コーディネート事業補助金２０７万９，０００円でございます。地産地消を推進し、

食の安全安心の確保と地域農業の持続的発展を図ることを目的に、地元農産物の独自流通網を構築するほか、少

量多品目生産を奨励し、中小規模農家の営農継続と所得確保を図るものでございます。 

次の白丸、都市農村交流事業１０万円でございます。都市と農山村の住民同士が農業を通じて心が通う環境を

構築するためのモデル事業となり得る取り組みに対して支援を行っているものでございます。令和２年度は１団

体。第２のふるさとシェアリングは３年を経過し自走可能となったことから、あと１団体の片丘蕎麦プロジェク

トへの補助金でございます。 

続きまして、４目農村総合整備費をお願いいたします。白丸、農業集落排水事業会計繰出金２億４，６６６万

円でございます。農業集落排水事業の経営安定を図るため、一般会計から農業集落排水事業会計に繰り出すもの

でございます。 

続きまして、農地流動化は、農業委員会のほうからの説明となります。 

○農業委員会事務局長 では、５目農地流動化促進活動事業費について御説明いたします。予算額につきまして

は、１，６３８万２，０００円でございます。主なものですが、一番下のポツ、中核農家等育成規模拡大事業奨

励金１，５００万円であります。この事業は、農家の高齢化が進む中、遊休農地の発生防止を図りながら、担い

手農家を育成するため、農地の借り手農家に対しまして奨励金を交付し、農地の流動化を進め、農業経営の安定

化を図るものでございます。私からは以上でございます。 

○農政課長 続きまして、次のページ、予算書で言いますと２１３、２１４ページをお願いいたします。説明資

料のほうは、２６、２７ページになりますので、お願いいたします。では、２つ目の白丸、土地改良事業１億７，

７８２万円でございます。土地改良事業の諸経費及び負担金や補助金、また農業施設等の整備に係るものでござ

います。上から１５番目、中ほどにある黒ポツ、設計委託料１，０６０万円でございます。地区要望に基づいて

行う水路等農業施設の改修工事に係る実施設計の委託料、また、今、本山水路橋の事業計画の策定費となってお

ります。中身といたしましては、水路改修工事の実施設計、今、３路線、相吉、平出、勝弦を予定しております

けれども、その実施設計として２５０万円、本山水路橋の事業計画策定で８１０万円を予定してございます。そ

の５つ下の黒ポツ、農業農村基盤整備工事２，５５０万円でございます。地区要望に基づきまして農業用施設の

整備更新工事を行いまして、生産基盤の安定を図るものでございます。先ほど申し上げました委託のほうとあわ

せまして、下の農業農村基盤整備工事は地元要望に基づいて十数箇所１，０００万円を予定しております。また

補助については、先ほど言いました３路線、１，５５０万円を予定してございます。それから、５つ下の黒ポツ

になります。多面的機能支払交付金事業補助金９，２９０万８，０００円でございます。農業農村の有する多面
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的機能の維持・発揮を図るための地域の共同活動に支援するもので、日本型直接支払制度の法制化に伴いまして、

国２分の１、県４分の１、市４分の１の負担割合となっております。それから、市が各団体に交付するものでご

ざいまして、現在８団体、約１，６７８ヘクタールの対象面積でございます。令和２年度は、昨年度と同様の予

算額となっております。その２つ下の黒ポツ、土地改良事業地元負担金等軽減補助金４，０２７万５，０００円

でございます。土地改良事業、地元負担軽減のために、平成３年から平成２５年分までの３４件の農林漁業資金

償還に伴う助成を行うものです。 

次の白丸、減渇水対策施設維持管理事業２，４５６万４，０００円でございます。国鉄の塩嶺トンネル、中央

道の塩尻トンネルの減渇水対策施設の維持管理費でございます。送水機場が２カ所、揚水機場が４カ所、中継機

場が２カ所、ため池が１６カ所、計２４カ所の維持管理経費となってございます。２つ目の黒ポツ、電気使用料

１，２８０万円でございますが、北小野東山にあります送水機場２カ所、揚水機場４カ所、中継場２カ所、計８

カ所の電力使用料となってございます。その下の黒ポツ、営繕修繕料３９３万８，０００円でございます。経年

劣化の激しい受電施設の修繕と送水管路の補修等を予定してございます。施設の老朽化が進んでいるため、程度

の悪いものから順次対応していきたいと思っております。次のページ、２１５、２１６ページをお願いいたしま

す。２つ目の黒ポツ、送水管理委託料３６１万５，０００円でございます。ポンプ場８カ所の運転及び点検、ま

た機場敷地内の草刈り等を委託するものでございます。２つ下の黒ポツになります水利調整委託料３３４万６，

０００円でございます。北小野水利組合協議会、また塩尻東土地改良区へため池等の水利調整や管理を委託する

ものでございます。 

次の白丸、ため池耐震化事業６，８４２万円でございます。１つ目の黒ポツ、設計委託料２，６１０万円でご

ざいます。近隣住民への危険周知を図るためにため池のハザードマップを作成するとともに、また平成２８年度

耐震調査の結果、安全率を満たさなかった東山２号ため池の事業計画と、廃止を予定するほかの２カ所のため池

の設計をするものでございます。２つ目の黒ポツ、ため池整備工事２，７４０万円でございます。農業ため池と

して利用されなくなったため池の廃止を予定する工事費となります。その下の黒ポツ、県営ため池耐震化事業負

担金１，４９２万円でございます。今、県営で行っております小坂田池の県営工事の負担金が予定事業費６，０

００万円、その１１％の６６０万円。またもう一つ、北熊井の町村大沢で行っておりますため池の廃止事業でご

ざいますが、事業費予定が５，２００万円の１６％で８３２万円を予定するものでございます。 

次の白丸、国営県営農業農村基盤整備事業負担金事業２，４４５万８，０００円でございます。１つ目の黒ポ

ツ、国営造成施設管理体制整備促進事業負担金１６５万８，０００円でございます。国営造成施設を管理する土

地改良区の管理体制を支援する事業でございます。国営事業中信平二期により設置された施設、適正な維持管理

また修繕等の補助に対する市の負担金でございます。２つ目の黒ポツ、県営農業農村整備事業負担金２，２８０

万円でございます。県営畑地帯総合整備事業、洗馬妙義地区の負担金でございまして、一応令和２年度は２億円

の事業費を要望しておりまして、その市の負担金になります。 

続いて、７目農村公園管理費をお願いいたします。白丸、農村公園管理諸経費４０５万６，０００円でござい

ます。市内５カ所、北小野の入田川、上小曽部の堂平、宗賀牧野、日出塩桜の丘公園、本山のキャンプ場の５カ

所でございますけれども、その農村公園の維持管理経費でございます。４つ目の黒ポツ、営繕修繕料１４５万４，

０００円でございます。堂平公園のあずまやの改修やトイレの水道管の補修等を予定してございます。２つ下の
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黒ポツ、農村公園管理委託料２１０万１，０００円でございます。農村公園４カ所です。桜の丘を除いた４カ所

の農村公園の管理業務を地元区へ委託するものでございます。日出塩の桜の丘公園については、日常管理業務を

シルバーセンター、高木剪定や除草剤散布については、また業者の委託を予定しております。 

続きまして、８目土地改良施設維持管理適正化事業費をお願いいたします。国５０％、県１０％の補助金と５

年間の積立金によりましてポンプ施設等のオーバーホールや修理を行っている事業でございます。３つ目の黒ポ

ツ、設計委託料１５０万円、その下の黒ポツ、ポンプ施設維持工事１，５５５万円。勝弦の揚水機場のキューピ

クル、高圧受電施設になりますが、その更新に伴う実施設計と工事を予定してございます。一番下の黒ポツ、維

持管理適正化事業負担金３９８万８，０００円でございます。平成２８年度から令和元年度までに事業加入した

４件と令和２年度に加入予定の１件、あと土地改良区の施行分１件を含んだ合計６件の積立拠出金となっており

ます。私からは以上です。 

〇森林課長 それでは、予算書２１７、２１８ページをお願いいたします。あわせて、予算説明資料２８ページ

をお願いいたします。２項林業費１目林業総務費中、２つ目の白丸、林業被害対策事業３，５７９万６，０００

円であります。１つ目の黒ポツ、会計年度任用職員報酬３８６万２，０００円は、松くい虫被害木の監視委員、

また被害木処理等にかかわる嘱託職員の人件費であります。下から２つ目の黒ポツ、森林づくり推進支援金事業

委託料３，０００万円であります。この内訳を申し上げますと、従来から継続しております枯損木の伐倒薫蒸処

理費が１，０００万円、アカマツの樹種転換を図る緩衝帯整備委託料が２，０００万円となっており、令和２年

度は東山山麓で被害が南下傾向にあります。桟敷地区におきまして実施する予定であります。 

次の白丸、林業総務事務諸経費９１万４，０００円であります。一番下の黒ポツ、みどりの少年団育成・活動

補助金４５万円は、洗馬小、宗賀小、片丘小の３校の緑化活動を支援するものであります。 

次の白丸、木質バイオマス地域循環システム形成事業１５６万８，０００円であります。予算書２１９、２２

０ページをお願いいたします。一番上の黒ポツ、放射能測定器保守点検等委託料２６万４，０００円であります。

これは、バイオマス発電の燃料材の受け入れにあわせまして、その燃料材の安全性を確認するため、昨年９月に

設置しました放射能測定器の機能や動作確認等、保守点検にかかわるものであります。 

次に、２目治山林道費の治山林道事業４，１３０万円であります。上から８つ目の黒ポツの設計委託料８５０

万円でありますが、その内訳は、令和２年度から新たに着手予定であります林道片丘線改良工事の測量設計委託

料３００万円と平成３０年度に策定いたしました林道施設長寿命化計画に基づく林道桑崎線の橋梁補修にかかわ

る測量設計委託料５５０万円であります。下から３つ目の黒ポツ、林道改良工事２，０００万円。これは、林道

片丘線の工事費となっております。 

次に、３目造林費、１つ目の白丸、森林再生林業振興事業費７，０６７万３，０００円であります。１つ目の

黒ポツ、会計年度任用職員報酬２２０万７，０００円は、昨年４月から施行されております森林経営管理制度の

運用を図るために嘱託職員の人件費であります。また、関連いたしまして、下から２つ目の黒ポツ、森林経営管

理制度調査委託料６００万円につきましても、同制度に基づき実施する委託料であります。この制度は、適正に

管理されていない民有林整備を市がかわって行うこととしておりまして、嘱託職員はその候補地の選定や所有者

への事業説明、また同意取得等が主な業務内容となっております。また、委託料の内容につきましては、森林所

有者への意向調査や、現地での境界調査、また森林調査による計画作成等が主な委託内容となっております。前
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後いたしますけれども、下から５つ目の黒ポツ、市有林施業委託料１，５００万円であります。これは継続した

市有林管理を適正に進め、森林の機能維持を図るものであります。予算書２２１、２２２ページをお願いいたし

ます。一番上の黒ポツ、森林整備補助金４，４１３万７，０００円であります。これは、国、県の補助に上乗せ

をする市の補助金でありまして、民有林の整備を促進するものであります。 

次の白丸、森林活用推進事業７，３３４万４，０００円であります。下から２つ目の黒ポツ、森林活用推進負

担金６，９９５万円でありますが、これは塩尻市森林公社への負担金でありまして、令和２年度は、新たにプロ

パー職員を採用し、森林集約化の促進、また民有林整備とそれにあわせた事業体育成をより一層加速化させるた

めの体制強化と、本年１０月の発電所の稼働を見据え、現在の山のお宝ステーション事業を拡大し、新たに燃料

材を買い取り、供給するバイオマス発電燃料供給モデルを構築いたしまして、山側への利益還元と域内循環シス

テム形成の具現化を図ってまいりたいと考えております。 

次の白丸、木質バイオマス活用促進事業費８３２万３，０００円であります。一番下の黒ポツ、木質バイオマ

ス利用設備費等補助金８１６万円は、再生可能エネルギーの域内循環システムを構築するために、まきストーブ、

ペレットストーブの設置等を支援するものであります。農林水産費の説明は以上になります。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長 時間が、質疑に入りますと中途半端になりますので、若干早いですが、これで昼食休憩にさせていた

だきます。午後１時に再開いたしますので、よろしくお願いいたします。 

午前１１時５４分 休憩 

――――――――――― 

午後 １時００分 再開 

○委員長 休憩を解いて、再開をいたします。なお、あらかじめ申し上げますが、きょうは震災の日ということ

で、２時４５分にお知らせがあって、庁内で黙とうをするということでありますので、一旦ここでも休憩をとっ

て黙とうを一緒にさせていただきたいと思いますので、その際はよろしくお願いをしたいと思います。 

それでは、説明を受けました６款農林水産業費までの質疑を行います。委員の皆さんから質問をどうぞ。 

○中村努委員 ２１２ページで、本会議のときも申し上げましたが、経費削減の事業見直しの関係ですが、１つ

はワイン銘醸地振興事業委託料、農業公社の運営補助金、それから流通コーディネート事業補助金が減額になっ

ていて、個別の理由も見させていただいたのですが、ちょっと内容がまだ詳しくよくわからないので、その３点

どういう見直しが行われて減額になったのか、教えてください。 

○農政課長 ワイン銘醸地振興事業委託料のほうです。３００万円余り減額となっております。今まで高橋千秋

氏に委託していた関係がありましたけれども、そちらの方が拠点をハワイに移してしまったということで対応が

できなくなったということと、業務の棚卸でも見直してくださいというのがありましたので、その辺で委託の関

係を見直したという形になります。 

 あと、公社のほうは人件費の削減という形で減額させていただいておりまして。流通コーディネートの事業補

助金も、ＪＡ洗馬がコーディネーターを使っていたのですが、ＪＡのほうで独自でやるということで抜けていっ

たので、そういう関係の見直しを行いまして減額となっております。以上です。 

○中村努委員 ワインのほうですが、どういう棚卸をして、どういう形で事業をやっていくのか。 
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○農政課長 担当の補佐からの説明でよろしいですか。 

〇農業振興係長 ワイン銘醸地振興事業委託料につきましての内容でございますけれども、今課長が申し上げま

したとおり、酒コンサルティング高橋千秋さんに委託をしてございました。内容につきましては、ワイン大学の

企画、運営、それに成分分析、そういったことをやっていただきたかったわけでございますが、課長の申し上げ

ましたとおりハワイに起業して、かかることができないというお話から、単発の講座を開いていただくと。単発

の講座という言い方はおかしいですけれども、１コマ２万円で講座を開いていただいたものに関して講師謝礼を

払っていくということでお話ができましたので、その分析料や分析に係る委託料、企画だとか、そういった部分

について削減をさせていただいたところでございます。以上です。 

〇中村努委員 そうすると、予算が５分の１くらいになったわけなのですけれども、これで当初の事業目的は達

成できるということで、事業内容そのものが変わったというよりも、この金額で同じ効果が得られるという、そ

ういうことですか。 

〇農業振興係長 ワイン銘醸地事業委託料として６０万円を盛ってございますが、そのほかに農業再生ネットワ

ーク会議負担金１５１万円盛ってありますけども、この中にもワイン大学の委託料として講師謝礼、いわゆる次

年度におきましては起業を目的としてやらせていただきますので、そういったものの委託料、講師謝礼も含まれ

ているところでございます。ワイン銘醸地事業委託料単独では外に出してございますけれども、６０万円で全部

を賄うということではなく、この６０万円プラス１５１万円でワイン大学の企画運営をしてまいりまして、令和

２年度、最終年度になりますけども、起業に向けた講座または復習になりますけども、ブドウの栽培、醸造、こ

ういったことも含めてトータル的に開催をしてまいりたいと考えているところでございます。以上です。 

〇中村努委員 わかりました。続けて、農業公社。最初の概要では、農業公社の自立促進のための削減と書いて

あって、詳しい理由、人件費の削減だと書いてあって、随分イメージが違うのですけど、人件費の削減と自立の

ための削減と、どういうことなのですか。どういうつながりがあるのですか。 

〇農政課長 農業公社のほうですけれども、基本的に自立促進のために１００万円ずつ毎年減額していく形でや

ってまいりました。今回は、局長が定年退職になるということで、再雇用になると思うのですけれども、そこで

大幅に人件費が削減できるのではないかという中で、前出し含めまして、目標の２，０００万円にさせていただ

いたということです。 

〇中村努委員 表現の問題ですから、そういうことで理解しました。もう１つ、コーディネーターのほうですが、

これは学校給食のコーディネーターというのはそのまま継続していただけるということでいいわけですか。 

〇農政課長 今までそれぞれ、ＪＡ洗馬の野村氏、ＪＡ塩尻市のほうにもコーディネーターいまして２人でやっ

ていたのですけれども、ＪＡ洗馬のほうでやっていらした野村氏のほうがもう辞めたいという中で、なくなると

いうわけではなくて、ＪＡ洗馬のほうでそういう業務は引き続きやるという形になりましたので、その分の減額

させていただいたものです。 

〇中村努委員 確認なのですが、塩尻市農協のコーディネーターはそのままいて、今までどおりの仕事をされる

という意味ですか。 

〇農政課長 はい。ＪＡ塩尻市のほうはまだ残っております。だんだんＪＡのほうにみんな移行していくという

形にはなっていくと思いますけれども、とりあえずＪＡ洗馬のほうが今なくなったという形です。 
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〇委員長 よろしいですか。ほかに。 

〇古畑秀夫委員 今の同じページの２１０ページの一番下の、農業用機械導入補助金ですが、５人以上のグルー

プでやると補助金たしか出ていたのですが、さっきの説明がちょっとわかりづらかったので、もう一回説明をお

願いします。 

〇農政課長 今まで共同利用機械補助金ということで、５人以上の団体に向けて機械導入補助をしていたという

形だったのですが、これも棚卸のほうから不鮮明な部分があるので見直してということもございまして、もう少

し明確にしたいと。農地集積だとか、そういうものにきちんと関与している人たちに機械導入補助を出したいと

いうことで、対象を変えてございます。人・農地プランに位置づけられているような、５ヘクタール以上やって

いるような農業者またはそういった団体に対して、機械導入補助をしようという形に変えさせていただいてござ

います。 

〇古畑秀夫委員 人数じゃなくて面積、いわゆるその地域の中心的な担い手に直接ということで、人数は余り関

係なくなったという理解でいいですか。 

〇農政課長 そうでございます。５人つくらなくてはいけないとか、そういうグループをつくれとか、そういう

のは関係ございません。団体もしくは農業者で５ヘクタールやっていればもう対象になります。 

〇古畑秀夫委員 １人でもですか。 

〇農政課長 はい。 

〇古畑秀夫委員 続けて、その前のページの２０８ページですが、一番上の畜産振興事業、高ボッチ牧場。どの

程度牛等は放牧しているのか、お伺いします。 

〇農政課長 放牧牛の頭数でございます。市内１９頭いますけれど、令和元年度３頭放牧です。前年度３０年度

は５頭、大体そのくらいの放牧でございます。 

〇古畑秀夫委員 あの広いところに３頭、ちょっともったいないような気がするが、そういうものかね。 

〇農業振興係長 今の古畑委員から、何頭放牧しているかということでよろしいかと思いますけれども、１９頭

放牧でございます。 

〇古畑秀夫委員 あとその下の、下から２番目のぶどうの郷づくりの果樹共済。最近雨ばかり降ったり、いろい

ろ災害あるわけですが、加入促進に補助金出しているということで、結構高い掛け金ですのでいいと思うのです

けれども。加入状況というのは少しずつ増えているわけでしょうか。 

〇農政課長 加入状況でございます。平成２９年度が４１．３％、平成３０年度が４３．２％、令和元年度が少

し減っていますね、３９．７％。ちょっと上がり下がりしているような状況でございます。 

〇古畑秀夫委員 市としてはどの程度の補助金ですか。２分の１ですか。 

〇農政課長 はい、掛け金の２分の１です。 

〇古畑秀夫委員 ２１６ページです。一番上の白丸のため池耐震の関係、それぞれやっているようですけれども、

洗馬にも小曽部に原口ため池なんかあるわけですけれども、こういうのは計画的にやっていくということですか。

具体的にある程度わかる部分ありましたら、お聞きします。 

〇農政課長 原口の関係だけでよろしいですか。全体的ですか。 

〇古畑秀夫委員 全体もだけれど、地元のところが主でいいです。 
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〇農政課長 わかりました。ため池の耐震調査の関係におきましては、東日本大震災後も引き続きやってまいり

ましたけれども、今回補正のほうで国の国土強靭化計画、そちらのほうで前倒しになりましたので、３つのため

池の耐震調査を予定してございます。その中で地元要望が強かったというものでやっておりまして、３カ所なの

ですけれども、原口がその１カ所に入ってございます。 

〇古畑秀夫委員 これは、今年度は耐震化の、とりあえずは設計委託料とか調査するということですか。 

〇農政課長 来年度のほうからは除かせていただいてございますけども、明日予定している補正のほうでそちら

の調査費を計上させていただいてございます。 

〇古畑秀夫委員 その下の、国営県営の部分で、洗馬妙義の負担金のほうへ入って事業がいよいよ開始されると

思いますけれども、まずどんな形の事業が来年度事業の中に入っているか、わかる範囲でお願いします。 

〇農政課長 洗馬妙義地区の畑かん更新事業でございますけれども、今は県営事業になりまして、今年度実施設

計のほうを行っております。あと一部用地買収です。来年の予定としましては、１１月に安全祈願祭を行って、

そのときから本格的に入るという形になります。一番最初に手をつけるのが、沓沢湖の上に配水池ございますけ

れども、そちらのほうをまず取りかかっていく。あと長崎原の管路更新、そういうものに順次移っていく形にな

ろうかと思います。 

〇古畑秀夫委員 そのときに、山の上のほうへ池を上げるということで、できる限り自然圧でということだと思

うのですけれど。そこから土が出たら、沓沢湖へみたいな話もちらっと聞いているのだけれど、その辺のところ

はわかりますか。 

〇農政課長 右岸土地改良区、また県との中で実施設計を行っておりまして、残土処分については近場でちょっ

と考えているということで、沓沢湖を使えないかということは打診されてございます。ただ、１０年間で数千立

米あるかないかで、本当に微々たる量になってしまうかと思います。 

〇古畑秀夫委員 はい。 

〇委員長 よろしいですか。 

〇中村努委員 今と同じところの真ん中の、ため池整備工事ですけれど、廃止する事業だという説明があったと

思うのですが、これはため池の機能を停止するだけではなくて、水抜きをして更地にするという意味になります

か。 

〇農政課長 今ここで考えていますため池の整備事業、ため池廃止に基づいて、基本的に県に言われているのは、

水がたまらない構造にする、そういう形になります。ただ、埋めるとか整地とかはまた別で、基本的には堤体を

崩してＶカットが原則だそうです。あと、水路のつけかえ等が必要ならやってもいいとは言われております。 

〇中村努委員 そうすると、そのため池があった土地の所有者というのは、青線扱いということになるのですか。 

〇農政課長 今のため池整備事業で、北熊井の町村大沢ため池のほう、廃止という形の中で埋め立てを行ってお

ります。以前は廃止という考え方が余りなくて、整備事業だと。実際県営で今やってますけれど、国庫事業やる

ときに、今その土地が北熊井区の土地でございます。本来なら行政財産ではないけれど、公共用地にしろと最初

指導があったのですけれど、今その辺が緩くなって、その区なら区の土地でいいけれども、基本的には公共用地

利用してくれという形になっておりますので。そういった制約が緩くはなってきていますので、区のものであれ

ばそのまま区でまた管理していただくという形になります。 
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〇中村努委員 管理はいいのですけれど、所有も区になるということですか。 

〇農政課長 所有者がそのまま管理です。今も北熊井区の町村大沢は区の持ち物であって、その後も区のもので

す。昔は公共事業やると、よく行政財産にしなくてはいけないとか、公共用地にしてくれとかということが強か

ったのですけれど、この廃止事業に関してはそこまでのことは言われていないです。ただ、大きな県営事業から

持ってくると、またそういう話は言われるかもしれないです。 

〇中村努委員 この事業で、この２年度で、何カ所のため池がそういうふうにするのか、その箇所づけみたいな

ものはあるわけですか。 

〇農政課長 地元の整備組合等でも、ため池として使っていないよと言われているものを候補にしていまして、

宮ノ入上、南熊井の竜神の上にある小さなため池とか、北小野の塩嶺体験学習の家の下のチキリヤため池、そう

いうものをイメージしてございます。また、実際やるときは県また地元と調整してやらせていただきたいと思っ

てございます。 

〇委員長 よろしいですか。ほかに。 

〇議長 ２１２ページの白丸の上から４つ目ですが、都市農村交流事業ということで、資料の２６ページにもあ

りますが、地域資源の有効活用や農村の魅力発信と書いてありますけれど、具体的にはどんな内容のことが行わ

れるのかお聞きしたいと思います。あとプロジェクトの名前も、あわせてお願いします。 

〇農政課長 都市交流推進事業補助金でございます。今までで２団体対象に１０万円ずつ、２０万円補助してい

たものでございますけれども、第２のふるさとシェアリングという団体が１つで、これが３年経過して自走可能

になったということで、２年度から対象から外れました。残ってございますのが、片丘蕎麦プロジェクトへの補

助金でございます。内容については補佐のほうからいいですか。 

〇農業振興係長 内容につきまして御説明をさせていただきます。広丘にあります、株式会社ユリーカというＩ

Ｔ関連企業、それと片丘にあります中原そば組合、この２つの企業が組みまして、蕎麦プロジェクトを立ち上げ

ているわけでございます。内容につきましては、ありふれたことではありますけれども、ソバをまいて、刈り取

って打つ、そういったことが一つありますし、ユリーカはＩＴ関連企業でございますので、自分たちがまいたソ

バを、カメラを設置してどうなっているかということもされているということでございます。田舎の田園風景に

興味がある方や普段できない体験ができる、また、新鮮かつ高品質なソバが入手できるということを通じて、Ｉ

ＣＴ農業を通じながらソバ栽培の効率化や高品質の実現を研究し、またそういった体験、ひいては塩尻市への移

住、そういったところにつながればよろしいかと考えているところでございます。以上です。 

〇議長 プロジェクトの名前から片丘のということですけれど、どのくらい知られているのか、私余り知らない

でいたのですけれども。３年目ということですが、これは今後も都市農村交流事業というのは同じように継続し

ていくものなのですか。 

〇農政課長 地域で活動していただけるところに補助しているのですけれども、基本的に組織が自立していって

いただきたいというのが本音でございます。 

〇議長 違うところで続けて質問させていただきたいと思います。２２２ページの森林活用推進事業、資料は２

８ページです。自伐林家の育成支援ということも入っているわけなのですけれど、自伐林家に限らず林業を職業

にする人、または自分のところの木を切るということも含めてですけれど、森林に関係することをできる人が市
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内でもふえるといいなということを思うわけなのです。あるいは、若者の育成ということもあるかと思うのです

が、育成という点で、市としてはどんなことをしているのか。以前質問したときには、県か何かの講座等を広報

しているという答弁もあったかと思うのですけれども、その辺についてお願いします。 

〇森林課長 育成支援または担い手の確保という部分におきましては、森林公社に負担しているものであります

けれども、森林活用推進負担金というものの中に森林教育にかかわる事業というものがあります。その中でも、

しおじり森林塾の開催であったり、子どもの森の健康診断という部分がございます。森林塾の開催につきまして

は、森林に対する意識の高揚を図ることであったり、その整備にかかわる知識や技術を学べるプログラムを用意

してございまして、昨年度からこれを実施しているところであります。市内外から、今年度につきましては９名

の参加者があったと聞いております。中には女性もいるという話でありますので、今後は一回でそういった研修

プログラムを終わらせるのではなくて、後々実践に移せるような実践プログラムというものも、今後検討してい

きたいということであります。以上です。 

〇議長 以前、木育フェスティバルの際に、東京から団体で若い人たちでチームを組んで、青海のほうですか、

来ていただいて話を聞いたこともあります。あるいは、市内でもチェーンソーの使い方だとか、そういう講座を

実際やったりしたことはあるかと思うのですけれども。やはり触れる機会が今の時代、ないことが多いので、参

加しやすいことをやることで、意識ももちろんですけれども、実際にやって体験してみて、少しでも木にまつわ

ることをやれる人がふえるといいなと思うのですけれど。先ほど少し答弁ありましたけれど、具体的な実際のこ

とをぜひやってほしいと思うのですけれど、もう一度答弁お願いします。 

〇森林課長 先ほどの森林公社の森林教育に係る事業の中の、森の健康診断活動というものがございまして、こ

れは宗賀のどんぐりプロジェクトと連携を図ってこれまでやってきました。これまでは子供を対象とした健康診

断でありまして、子供ですので、山に入って森の健康状態、木の混み具合だとか、その中でどういった木を伐倒

しようかということで、のこぎりだとかそういうもので伐根しておりました。今後は地域住民参加型という形で

事業拡大をいたしまして、子供から大人までそういった健康診断、体験プログラムを通じて、やはり伐倒の体験

等もしたりということを図っていこうと。チェーンソーなどを使って、そういった体験をしていこうというプロ

グラムを予定しております。地元だけという形ではなく、今後市内または市外にも展開できるようなことを検討

していきたいと思います。以上です。 

〇委員長 よろしいですか。ほかに。 

〇古畑秀夫委員 同じ今のところですけれど、バイオマス発電燃料供給モデルを構築していることで、本会議で

も少し質問したのですけど、Ｃ、Ｄ材を今度受け入れをして、それをバイオマス発電所のほうへということです。

今までまき材ということで４５センチに切ってやっていて、あんまり儲けもないし、大変で嫌だというので、な

かなか進まないでいたと思うのですけれども、今度その受け入れの部分というのは、Ｃ、Ｄ材どの程度で長さと

か金額とか、その辺のところはどういうふうに考えているのかお伺いします。 

〇森林課長 先ほど委員がおっしゃったように、まき材は４５センチ、太さ１５センチ以上の規格があります。

今回、これから取り組む燃料材の受け入れにつきましては、まず１つ、チッパー処理ができる規格というものが

前提に入ってきます。それを受け入れる側で、大型のチッパーがあるものですから、そこに入る規格ということ

で、長さが１メートル以上、それから太さが５センチ以上あれば、チッパーへ投入ができると、チップ化ができ
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るということでありますので、そういった形で規格を決めていきたいと思っていますが、自伐型林業に取り組む

所有者の方々の伐採だとか、搬出にかかわる労力を考慮しまして、最低限の規格にしていきたいというふうに考

えております。 

価格につきましては、今、まき材が大体、税抜きで１トン５，７００円ぐらいで買っている状況です。ただこ

れは、まき材でありますので、今、立米で扱っております。ここで、仮に含水率５０％で比重０．９％としたと

きに、まき材がおおむね１トン当たり６，０００円ぐらいになる。１トン当たり６，０００円というものを一つ

のめどにして、間伐材も同等の金額、またはそれ以上の金額で買い取りを今、検討している段階であります。以

上です。 

〇古畑秀夫委員 長さが１メートル、太さ５センチ。長さ１メートル以上と言ったけれども、１メートルみたい

な基準を設けるということですか。 

〇森林課長 チッパーの処理の関係なのですけれども、タンコロみたいなやつは、うまく入っていかないという

ような状況がありますので、長さは、最低でも１メートル以上はほしいということであります。ただ１メートル

以上の材となると、やはり搬出だとか、運搬に労力が必要になってきますので、そういった長さでも搬出できる

という所有者なり経営体がいれば、それは全然構わないのですけれども、最低１メートル以上、５センチ以上と

いう規格の設定となっております。 

〇古畑秀夫委員 続いていいですか。それともう１つ、その下の木質バイオマスの関係ですけれども、一番下の

木質バイオマス利用設備費等補助金というのは、かなり盛ってはあるのですけれども、なかなか広がっていない

というか、普及していないような感じを受けるのですけれども、今年度の補助金の利用状況、どの程度ですか。

わかりましたら。 

〇森林課長 今年度２月末現在の補助の実施状況でありますけれども、まきストーブについては１６件、それか

らペレットストーブ８件。また、ペレットストーブの燃料においても補助対象でありまして、２７件。ペレット

ボイラー燃料１件というような状況であります。 

〇古畑秀夫委員 そうするとその金額というのは、足すとどのくらいになるわけですか。 

〇林業振興係長 現在の執行率でございますけれども、予算が８１６万円に対しまして、執行率７１５万７，０

００円ということでございまして、大分御活用いただいているのかなというところでございます。 

〇委員長 よろしいですか。ほかに。 

〇中村努委員 先ほどの古畑委員の質問で確認なのですが、新しいＣ、Ｄ材の受け入れと、山のお宝ステーショ

ンというのは、そのまま両立して続けていくということですか。 

〇森林課長 委員おっしゃるとおり、両立して並行で進めていきたいと思っています。短くて４５センチで、１

５センチ以上の材を出せるという所有者もいれば、そうなると重くて出せないという方は、燃料材の１メートル

で５センチという１つの規格を設けて、そういったほうにシフトしてもらうというようなことを考えております。 

〇中村努委員 そうすると、今、山のお宝ステーションのほうは、わざわざ長さに切って出して、今の状態なの

だけれども、今度、１メートル以上のものを出してくれということになると、そっちのほうが切る手間が少なく

て、搬入の労力がかかるかもしれないのだけれども。そうすると、山のお宝ステーションのほうがすごい需要っ

て少なくなってくるような気がするのですけれども、その辺はどういうふうに考えているのですか。 
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〇森林課長 今、山のお宝で扱っているまき材、供給先ほとんどが、伊那にあるディーエルディーというまきス

トーブ会社であります。そのディーエルディーは、主に針葉樹を扱っているものですから、市内もやはり樹種構

成、針葉樹６５％以上占めておりますので、そういった供給先がある段階においては、そういった山のお宝ステ

ーションのまき材も今後継続して扱っていきたいということで考えております。 

〇中村努委員 わかりました。あと、公社についてお伺いしたいのですけれども、農業公社と、あとで出てきま

す振興公社は、運営補助金という形でお金が出いるのですが、森林公社については、森林活用推進負担金という

形で出ているのですけれども、これはそれぞれの公社に対する市の立ち位置が違うという、そういう意味でしょ

うか。 

〇森林課長 この負担金におきましては、財源にもありますが、地方創生推進交付金を負担金の中に充てており

ます。その事業の中で、木質バイオマスの推進であったりとか、または森林整備、それから林業経営者の雇用と

か、そういった促進等もその事業の中で進めていこうというところでありますので、そういった目的から活用負

担金という形にしてあります。 

〇中村努委員 そうすると、例えば森林公社の運営補助金として出した場合は、その交付金の対象にはならない

ということですか。 

〇森林課長 運営負担金の内訳なのですけれども、人件費だとか施設管理費というものに関しては２，９００万

円あります。森林管理に関する事業ということで１，５９９万円、森林教育に関する事業ということで、１，３

１０万円、山のお宝ステーション事業で１，１９５万円というような内訳になっておりまして、この２，９００

万円につきましては、国の負担金が充てられない部分、補助対象外になってきます。それ以外の事業については、

こういった形で財源を確保しながらやっていくというところで、運営負担金というものは、その負担金の中での

内訳として分けてあるというような状況です。 

〇委員長 よろしいですか。 

〇中村努委員 ちょっと表記の仕方でよくわからないのですが、大体ほかのところは、人件費相当のものを運営

費補助金として出していると思うのです。こっちの森林組合のほうは、事業費の中に人件費分が、いわゆる補助

金的なものが含まれているということで、本来であれば、運営費補助金と事業費の負担金というのは分けたほう

がいいような気がするのですが、そういう必要性は特にないのですか。 

〇森林課長 この２，９００万円の人件費の中に、市の派遣職員の人件費も含まれています。この市の派遣職員

の人件費というのは補助対象外となっております。この事業を推進するために担当職員として公社の人間がそこ

に張りつく場合には、これは地方創生推進交付金の補助対象ということになっておりますので、運営負担金の中

でも対象になる部分も中にありますし、そのほかの事業でも、なるものとならないというものがありますので、

こういった形で、一本の中で負担金出しているということであります。 

森林調査とかの委託料だとか補助対象の事業については、先ほどの事業推進するための人件費であったり、森

林調査の委託料であったり、それから例えば高性能林業機械の購入費だとか、そういったものが対象になってい

る状況です。 

〇中村努委員 その内容は説明を受けて理解したのですけれども、何で運営補助金とこの負担金という縦分けは、

なぜ違うのですかということを聞いている。 
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〇産業振興事業部長（農政・森林担当） 本来、補助金、負担金は同義で、補助負担金として財政区分の用語の

中で使われておりますが、若干区分のニュアンスの違いがありまして、本来行政が負うべき、例えば森林公社に

おいては森林整備の部分について、より円滑に回す団体等に負担金として拠出をする。本来行政がやるべきもの

を森林公社にかわってやっていただく、そのための負担金という形になります。森林公社は設立以来まだ年数浅

いわけでございます。小売電気事業等の自主財源もできてまいりましたので、これが自走をしていく形が理想で

あります。ですから将来的には、森林公社がやる事業を行政として補助する。そういった事業が生まれてくれば、

体系が変わってきて、補助金という形に将来的にはなろうかと考えております。今時点では、こういった区分で

負担をするという状況でございます。よろしくお願いします。 

〇委員長 よろしいですか。ほかにいかがですか。 

〇古畑秀夫委員 先ほどのバイオマス燃料のまきの種類は、広葉樹、針葉樹、何でもいいというか、制限ありま

すか。 

〇森林課長 燃料材の樹種。これは針葉樹でも広葉樹でも広く受け入れているということでありますけれども、

ソヤノ側に確認したところ、中でスギが若干、買取り価格が８割ぐらい下がるというようなことを聞いておりま

す。 

〇古畑秀夫委員 受け入れはみんなすると。 

〇森林課長 はい。そのとおりです。 

〇委員長 よろしいですか。 

 私から１点、２２０ページの森林再生林業振興事業の市有林施業委託料１，５００万円、どこにどれだけ施業

するのか。そして委託先はどこですか。 

〇森林課長 森林施業でありますけれども、令和２年度は、今年度に引き続き、下西条地区で実施を予定してお

ります。面積につきましては、令和２年度は５ヘクタールを予定しております。発注方法につきましてですが、

この森林施業につきましては、林野庁の森林造成事業補助金というものを導入しておりますので、令和２年度も

同じような形で導入を考えております。したがいまして経営計画も立っておりますので、そんなところから、技

術だとか、そういったことに精通した、また、会計検査が後に行きますので、そういったところに頼る現場管理

監督、書類作成等を考慮しながら、発注を考えていきたいと思います。 

〇委員長 発注先は今、どちらですか。 

〇森林課長 具体的にはこれからです。 

〇委員長 市有林の施業費は、ここにある１，５００万円以外にほかに単独でありますか。 

〇森林課長 市有林の例えば支障木伐採ですとか、そういったものもこの中に含まれております。 

〇委員長 ということは、市有林の施業は１，５００万円で全てですか。 

〇森林課長 市有林にかかわる施業はこの中でやります。 

〇委員長 これしかないですか。例えば楢川地区にあるような広大な市有林の整備、間伐等も含めて、そういう

施業計画というのはないのですか。 

〇森林課長 いずれにしても、経営計画を立てて、それに基づいた施業を市有林で行っておりまして、楢川地区

において、経営計画の確認が今、できてないのですけれども、そういったところで、市内の市有林においては計
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画的に進めていきたいというふうに考えております。森林のそういった状況も確認しながら、計画的に進めてい

きたいと思います。以上です。 

〇委員長 計画的に進めるということは、やる意思はあるということですか。こう見ると、楢川の特に市有林あ

たりは、手が全然今入ってない状況が続いていると思われるのですが、今後もこれが続いていくのかという危惧

がありますけれども、いかがですか。 

〇森林課長 例えば周りに害が及ぶというか、整備しないと森林の機能を失ってしまうというような状況にあれ

ば、優先的にその計画を先行するなりして、施業を進めていきたいと思います。 

〇委員長 これは意見というか、非常に広大な市有林があるはずで、村時代でも手入れができなくて課題になっ

ていたわけですが、はっきり言うと課題がある場所だらけです。手を本当は入れなければいけないところだらけ

のはずなのですが、それには森林経営計画をもちろん立てなければいけなくて、木曽森林組合なんかがずっと継

続して受けていたものですから、それが今は全然途切れているという解釈でよろしいですか。 

〇森林課長 大変申し訳ないです。楢川地区の市有林施業は、私の経験の中では実施した記憶がございませんの

で、大変申し訳ありませんが、状況を確認しながらということになろうかと思いますので、また、財源も確保し

ながらということになっていくと思われます。 

森林環境譲与税は、配分は始まっておりますけれども、拡大事業だとか新規事業に充てていくというような県

の見解もありますので、そういったところから、うまくそういった充てられるような形で市有林施業ができたら

ということも検討しながら進めていきたいと思います。以上です。 

〇委員長 非常に地形的にも厳しいところが多くて、私ども毎木調査に職員が参加したりして、材積量を把握し

たり、そういう作業をやって、データの蓄積から引き継がれているはずです。かさも面積も半端じゃないはずで

すので、一度全容を把握をする作業だけはぜひやっていただきたいと思います。今ここで答弁といっても、多分

今の話では無理だと思いますので、要望にさせていただきます。 

 ほかにありましたら。よろしいですか。それでは農林水産業費についてはここまでにいたします。 

次に７款商工費の説明を求めます。 

○産業政策課長 それでは予算書の２２３、２２４ページをお開きください。あわせまして、予算説明資料の２

３ページを御覧ください。７款商工費１項商工費１目商工総務費の主な事業につきまして説明いたします。 

説明欄上から２つ目の白丸、商工総務事務諸経費は４３２万８，０００円でございます。下から６つ目の黒ポ

ツになりますが、道の駅木曽ならかわ管理委託料６０万円は、道の駅のトイレ清掃等を塩尻・木曽地域地場産業

振興センターに委託しているものでございます。 

続きまして２目商工振興費、一番上の白丸、基幹産業強化支援事業は７，３９６万５，０００円でございます。

その下の黒ポツ、塩尻インキュベーションプラザ指定管理料７６６万７，０００円は、平成２２年度から塩尻市

振興公社を指定管理者として管理運営をしておりまして、技術顧問の委託費、清掃、設備保守点検料、施設修繕

費などの施設維持管理などの経費でございます。入居４年目以降のオフィス利用料の引き上げによります収入増

に伴いまして、指定管理料８７万８，０００円を削減してございます。その下の黒ポツ、地域産業創造事業委託

料９２９万８，０００円は、塩尻インキュベーションプラザを拠点として、市内企業の生産管理や改善にかかわ

る支援、企業間、産学官、異業種間などさまざまな連携を促進するコーディネーター、またインキュベーション
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の支援業務の費用が主なものでございます。国の地方創生推進交付金２分の１が財源となっております。２つ下

の黒ポツ、塩尻市振興公社運営補助金２，９５０万円は、振興公社の運営を担当する職員の人件費及び公社の運

営に係る経費の補助でございます。その下の黒ポツ、商工業振興対策事業負担金６７０万円は、市内の中小企業

が展示会へ出店する際の費用を補助する受発注支援事業や、技術開発を支援する事業などの負担金でございます。

その下の黒ポツ、先端技術実証等負担金２，０００万円は、令和２年度からの新規事業になります。事業の目的

は、１つとして市内交通における自動運転技術の実用化、２つ目としまして接続可能な地域交通の実現、３点目

としまして自動運転技術の集積と地域産業への波及でありまして、実証実験の計画策定や実施の費用となります。

１月に協定を締結しました７社で令和２年度から令和４年度までの３カ年を事業期間とし、令和２年度は自動運

転の実証を行うとともに、テスト環境の整備による企業の立地促進や地域企業も含めた研究会の開催等に取り組

んでまいります。なお、こちらの事業は現在、国の地方創生推進事業に申請をしておる最中でございます。 

その下の白丸、中小企業融資あっせん事業は、予算額９億９，０００万円でございます。市内中小企業の安定

した経営を支援し、地域経済の向上と雇用の確保をするための制度融資の事業で、中小企業融資あっせん保証料

補給金が２，０００万円、中小企業融資あっせん資金預託金が９億７，０００万円となっております。令和２年

度からは、新たな融資制度として小口零細企業保障資金を創設いたしました。現行の特別小口資金と比較しまし

て、貸付利率は０．５％引き下げて１．５％、返済期間は運転資金であれば５年延長しまして最長１０年以内、

保証料の補給は５分の４から全額を市が負担するなど、現行より有利な制度の設定になっております。こちらの

制度は消費増税や米中摩擦の影響を勘案しまして制度化いたしましたが、このたびの新型コロナウィルスによる

影響にも対応できるものと考えております。 

その下の白丸、工業団地維持管理事業は予算額３３８万６，０００円でございます。この事業は市内４つの工

業団地の環境整備及び維持管理を行い、適切な管理を図るものでございます。 

おめくりをいただきまして、予算書の２２５、２２６ページをお開きください。一番上の白丸、商工団体活動

支援事業は予算額１，２４１万１，０００円でございます。その下の黒ポツ、商工会議所事業補助金１，１６５

万１，０００円は、商工会議所の運営を補助することによりまして、市内商工事業者への持続的な支援はもちろ

んのこと、事業承継、働き方改革、新型コロナウィルスによる業績悪化への対応など直近への課題にも対応する

支援を行うものでございます。３つ下の黒ポツ、推進プロジェクト負担金４０万円は、塩尻商工会議所等と連携

し、中小企業を対象としましたセミナーや、小学生を対象としたこども科学探検団を開催する負担金です。同じ

ような目的の研修を統合するなど見直しを行いまして、５０万円減額をしてございます。 

その下の白丸、企業立地促進事業は予算額４，６２２万２，０００円でございます。予算説明資料は２４ペー

ジになります。５つ目の黒ポツ、用地取得費は、塩尻市土地開発公社が負担しております産業団地、今泉南テク

ノヒルズ内の７区画の用地費を事業用定期借地期間に応じて負担するものでございます。また、同産業団地にお

きまして工場の拡張等の設備投資が積極的に行われておりまして、従業員が増加傾向にあります。そのため、塩

尻市土地開発公社が負担する駐車場用地の取得費についても１０年間分割して負担する、そういったものも含ま

れております。その下の黒ポツ、工場等設置事業等補助金２，７２９万８，０００円は、工場等の新設、増設に

よる建物と償却資産の固定資産相当額を補助するものです。令和２年度は新たに３件の適用を見込んでおります。 

次の白丸、商工業活性化事業は予算額８２７万５，０００円でございます。この事業は商店街のにぎわい創出
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を図るイベントや販売促進事業などに対する支援でございます。 

次の白丸、創業支援事業は予算額５０万円でございます。その下の黒ポツ、特定創業支援事業負担金は、塩尻

市創業支援計画に基づきまして、商工会議所が実施する創業希望者を対象として、経営、財務、人材育成、販路

開拓などのセミナーを開催するものでございます。 

次の白丸、ワイン産業振興事業は予算額９００万６，０００円でございます。２つ目の黒ポツ、ワイナリー等

設置事業補助金６８０万２，０００円は、市内におけるワイナリーの整備を促進することにより、ワイン産業の

振興を図るため、ワイナリーの新設等に対しまして固定資産税相当額を補助するものでございます。令和２年度

はドメーヌ・コーセイ、ドメーヌスリエ、丘の上幸西ワイナリーを新たな対象にいたします。その下の黒ポツ、

海外展開支援事業負担金８０万円は、市内ワイナリーが塩尻産原料を８５％以上使用した自社の製造ワインを国

際コンクールに出品する際の費用に対し補助を行うもので、２０２０年、本年開催の東京オリンピックを見据え、

海外での塩尻産ワインの認知度向上及びブランド化を図り、海外への輸出、また訪日外国人に対する購入の促進

を図るものでございます。こちらは財源は、国の地方創生推進交付金２分の１を活用しております。その下の黒

ポツ、フランスワイン交流事業負担金４２万４，０００円は、新規事業でございます。昨年の１０月、フランス

のポイヤックと都市間交流を始めることで合意したことを受けまして、青少年を初め、市民の皆様の交流事業を

支援するため、市内のワイン愛好家、ワインガイド、ワイナリー関係者などが現地に渡航する際の費用を補助す

るための事業負担金でございます。その下の黒ポツ、留学支援負担金６０万円は、海外におけるブドウ栽培、ワ

イン醸造技術を習得し、ワイン産業を支える栽培家、醸造家、起業家の育成を図るための研修者を支援する事業

で、渡航費を補助するための事業の負担金でございます。 

その下の白丸、商店街活性化事業は予算額６９４万円でございます。おめくりいただきまして、２２７、２２

８ページを御覧ください。一番上の黒ポツ、商店街活性化事業負担金２５０万円は、中小企業団体やまちづくり

会社等が実施する駐車場整備や空き店舗の改修、改修後の家賃、賃借料に対する補助でございます。その下の黒

ポツ、大門駐車場設備改修負担金３７４万円は、自動火災報知設備の感知器が製造から２５年経過しているため、

故障した場合部品の手配ができず、使用できなくなってしまうことから、更新工事を行うための負担金になりま

す。 

その下の白丸、起業家教育事業は予算額４００万円でございます。こちらその下の黒ポツ、高校生起業家教育

事業委託料は４００万円ですけれども、若者の職業選択が多様化する中、高校生に対しまして進学・就職のほか

にも起業という選択肢があることを伝え、起業というものを身近に感じてもらうことを目的に、高校生を対象と

したセミナーやワークショップなどを開催する事業を委託するものです。事業実施から３年が経過をいたしまし

て、事業を検証する中で、参加生徒が将来の自分自身の進路の参考になったかとのアンケートに対しましては、

９１％と非常に高い数値をしておりますけれども、実施校が今現在４校で実施しておりますけれども、４校から

３校に減少したため事業費は削減をしております。こちら、国の地方創生推進交付金２分の１を活用しておりま

す。続きまして、３目木曽漆器振興費、一番上の白丸、木曽漆器振興事業は予算額７，７９３万円でございます。

上から５つ目の黒ポツ、設計委託料９５０万円は、令和３年度に予定しております地場産センターの大規模改修

工事に向けた設計委託料になります。地場産センターの施設につきましては、平成６年に建築されまして、それ

から２５年が経過しており老朽化が著しく、施設継続に向けた大規模改修を行う必要があります。平成３０年度
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において改修計画を策定しておりまして、その中では施設規模を協議していく上で必要な基礎資料をお示しをし

まして、雨漏り対策を含めた屋根や外壁の改修、ボイラー改修等設備の機能向上など行う工事について実施した

い旨、こちらを平成３０年５月の議員全員協議会で報告をしておるところでございます。これらの工事に伴う設

計を委託するものでございまして、財源は過疎債を活用してまいります。その下の黒ポツ、地場産センター指定

管理料１，５００万円は、令和元年度から一般財団法人塩尻・木曽地域地場産業振興センターを指定管理者とし

まして管理運営をしておりまして、設備等の保守点検料、水光熱費などの施設維持管理費などの経費でございま

す。３つ下の黒ポツでございますけれども、漆器祭・宿場祭開催負担金３５０万円は、６月に開催されるお祭り

の開催負担金で、令和２年度は６月５日から５月７日までの３日間、開催予定でおります。２つ下の黒ポツ、地

場産センター運営補助金５００万円は、地場産センターが行う公益的な事業に対しまして補助するものでござい

ます。その下の黒ポツ、木曽漆器振興対策事業負担金５７０万円は、漆器産業の維持と継承に向けまして、産地

事業の中核であります木曽漆器工業協同組合等への事業を支援するものでございます。２つ下の黒ポツ、産地活

性化プロジェクト負担金１２４万円は、木曽漆器青年部、筑波大学等と連携し、これまで整備してきました拠点

施設、二四重を活用し、漆芸活動を支援するための負担金２４万円と、かしだしっきを活用しました塩尻の食と

のコラボレーションによりまして、木曽漆器の魅力を内外に伝える機会を創出する木曽漆器ツーリズムの事業の

施行等を支援する負担金１００万円となっております。その下の黒ポツ、販路拡大事業負担金２００万円は、木

曽漆器の国内販路拡大はもちろんのこと、東京オリンピックの開催に伴い、海外からの来訪客が漆器に触れる機

会をふやすことによりまして、漆器産業の振興を図るため、木曽漆器の国内及び海外での展示会、商談会への出

店を支援するものでございます。その下の黒ポツ、大規模展示会出店負担金１２０万円は、業界内最大の規模を

誇りまして、毎年２５万人以上の来場者がありますテーブルウェア・フェスティバルや各界のショップや百貨店、

専門店から、全国、世界各国の多くのバイヤーが訪れます東京インターナショナル・ギフト・ショーといった大

規模展示会への出店を支援するものでございます。その下の黒ポツ、経営アドバイザー業務負担金２００万円は、

地場産センターの売り上げ増加や、安定的な経営を図るための企画提案などの業務を引き続き経営アドバイザー

に委託するものでございます。令和元年度は、運営方法改善や人材支援といった知的な取り組みをしたほか、ホ

ームページの改訂を行うなど、そんなことも行っております。次年度は戦略を実行しながら評価修正を行い、安

定的な経営を引き続き図ってまいりたいと考えております。その下の黒ポツ、地場産センター運営貸付金３，０

００万円は、地場産センターの運転資金を目的としました短期貸付金でございます。こちらは、資金調達の計画

を提出させる中で段階的な貸し付けを行うものでありまして、年度内に全て返済されてくるものでございます。 

この木曽漆器振興事業のうち、地場産センターの指定管理料、木曽漆器振興対策事業負担金の一部、産地活性

化プロジェクト負担金、販路拡大事業負担金、大規模展示会出店負担金、経営アドバイザー事業負担金の事業費

につきましては、昨年から国の地方創生推進交付金事業になりまして、２分の１事業費を国のお金で充当してご

ざいます。なお、地場産センターで申し上げますと、令和元年度における２月末の状況でございますが、工芸館

の売り上げが対前年度月費９９．４％、ならかわ市場の売り上げが８８．９％でございます。前年を若干下回る

状況で推移をしております。私からの説明は以上でございます。 

○観光課長 続きまして、４目地域ブランド推進事業費、予算額７，８９７万９，０００円について御説明申し

上げます。こちらの事業は、塩尻ブランド戦略に基づき、地域ブランド推進活動協議会を中心に地場産品を効果
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的に活用しながら、塩尻地域全体のブランド化を図るものでございます。２２８ページ、一番下の白丸、地域産

品ブランド化事業、予算額２，６０９万１，０００円は、地域産品である塩尻産ワイン、木曽漆器等の認知度の

向上を図り、本市に対する評価と知名度をアップするためのもので、このうちワイン振興に関するものの一部は、

交付率２分の１の地方創生交付金を活用して事業を実施してまいります。２３０ページをお願いいたします。２

つ目の黒ポツ、会場使用料１３８万６，０００円は、首都圏及び中京圏等で行う期間限定のアンテナショップ、

イベント等への会場使用料等となっております。次のポツ、ワインブランド推進事業負担金１５７万５，０００

円は、塩尻ワイナリーフェスタへの負担金、ワインと語る夕べへの負担金となっております。ワインと語る夕べ

につきましては、これまで実行委員会形式で負担金を支出してまいりましたが、新年度からは主体を市民団体等

に移行し、形を変えた形で実施していく予定でおります。次のポツ、地域ブランド推進活動負担金１，０５６万

７，０００円は、地域ブランド推進活動協議会へ負担金を交付し、効果的なプロモーションを推進するためのも

ので、特産品の県外ＰＲ、ワインプロモーション、ワインプレゼンテーションなどがございます。支出の大きな

事業としましては、東京で昨年開催しましたＳＨＩＯＪＩＲＩ ＧＲＡＮＤ ＷＩＮＥ ＰＡＲＴＹを縮小した

形で開催する首都圏でのワインパーティー、グランドワインパーティー２０２０、ミス・ワイン日本大会への協

賛などがございます。次のポツ、シャトルバス運行補助金９１０万円は、松本山雅のホームゲーム開催に伴うシ

ャトルバス運行及びワイナリー周遊バスへの補助金です。松本山雅シャトルバス補助金は、県外からのサポータ

ー及び市内の山雅サポーターの利便性を図るとともに市内での交流を促すもので、リーグ戦１７試合を対象に補

助していく予定でおります。また、ワイナリー周遊バスへの運行補助金は桔梗ヶ原ワイナリー循環バス、広域ワ

イナリー周遊バス運行に対する補助金で、財源としてまいりました元気づくり支援金が今年度で終了しますが、

利用者の満足度の高さと二次交通の利便性を図るため、継続して実施していくものでございます。こちらにつき

ましては、財源を地方創生交付金活用事業で充ててまいりたいと考えております。 

続きまして、５目観光費、予算額１億３９８万１，０００円につきまして説明申し上げます。１つ目の丸、観

光総務事務諸経費、予算額５９１万４，０００円のうち、下から２つ目のポツ、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイント使

用料１３０万７，０００円は、市内１８カ所のアクセスポイントの設備使用料でございます。 

２つ目の丸、観光振興事業、予算額６，４５６万６，０００円は、観光情報の発信、観光資源の磨き上げや開

発、新たな需要が見込めるインバウンドなどの対応を行っていくものでございます。また、観光協会を初めとし

た関係団体との連携等による各種イベントの実施や負担金、補助金の交付を行います。１つ目のポツ、会計年度

任用職員報酬１９９万円は、観光振興及び観光協会事務局の組織強化を目的として、観光協会で活躍していただ

く地域おこし協力隊員をお願いするもので、２年目になります。２３０ページの上から２つ目のポツ、地域おこ

し協力隊員活動補助金２００万円と合わせて計上させていただくものでございます。真ん中よりやや下のポツ、

新宿駅南口観光案内所使用料９９万円は、中部地方を訪れる海外からのお客様の誘客等を目的とした中部インフ

ォメーションプラザ京王新宿の使用料となっております。こちらの使用料には７日間の会場及び施設の無料利用

等も含んでおります。一番下のポツ、観光協会運営補助金５，２８２万９，０００円は、塩尻市観光協会への補

助金で、観光センターの運営や観光協会の事務局職員の人件費など。また高ボッチ草競馬、そば切り物語り、小

坂田花火大会など、観光イベント等の開催に対する補助金。また新年度新たに、高ボッチ高原の有効活用という

ことで自然保護センターの改修等に充てる補助金となっております。続きまして、２３２ページ、上から３番目
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のポツ、シャトルバス運行事業負担金２８９万６，０００円は、奈良井宿と木曽平沢の間にシャトルバスを運行

することにより、連続する重要伝統的建造物群保存地区をより効果的に観光資源として生かしていくとともに、

漆器産業の発展も含めた地域活性化に寄与していこうとするもので、元気づくり支援金を活用しながら実施する

ものでございます。今年度の利用実績は、２，３９０人となっております。 

次の丸、観光施設整備事業、予算額２，３９２万７，０００円は、市内観光施設の維持管理、新設等により、

来訪者に対しまして安心安全な施設を提供するための事業でございます。真ん中よりやや上のポツ、放流魚購入

費１２０万円は、耐震工事、桟橋改修工事が終了したみどり湖のヘラブナ釣りを再開するに当たりまして、ヘラ

ブナを放流していくものでございます。それからやや下のポツ、清掃委託料３４６万３，０００円は、観光セン

ター、奈良井駅前、贄川駅前ほかの清掃を委託するものでございます。そこから２つ下のポツ、みどり湖釣り場・

周辺管理委託料３８８万９，０００円は、ヘラブナ釣りの料金徴収、みどり湖花公園周辺の管理等をお願いする

ものでございます。そこから８つ下のポツ、いこいの森公園管理委託料２１１万８，０００円は、地球の宝石箱

周辺のいこいの森公園の清掃及び施設管理等を委託していくものでございます。そこから４つ下のポツになりま

す、観光施設整備工事費３４４万円は、みどり湖周辺環境整備と市内案内看板等の整備を行う工事費で、地域活

性化事業債を活用しながら進めるものでございます。 

２３４ページをお願いします。広域観光推進事業、予算額９５７万４，０００円は、隣接近隣の自治体と連携

し、広域的な観光振興及び誘客促進事業を実施するためものでございます。主な事業は、広域パンフレットの作

成や広域キャラバン等がございます。３つ目のポツ、信州まつもと空港利用促進負担金５１４万円は、まつもと

空港利用促進協議会、こちらは県内の関係自治体で構成するものでございます。まつもと空港地元利用促進協議

会、これは地元の自治会及び関係自治体で構成するもの。それと、まつもと空港を利用する会、松本商工会議所

が事務局となり商工団体を中心に構成しているものでございます。それぞれへの負担金となっておりまして、新

年度は、このうちまつもと空港利用促進協議会への負担金が３１５万円から１３９万円の増加しております。こ

れにつきましては、昨年１０月就航を開始しました神戸線利用の促進をするためのものでございます。２つ下の

ポツ、木曽広域連盟負担金２２６万８，０００円は、木曽広域圏内における広域パンフレットやＪＲ東海との連

携した誘客活動を促進していくものでございます。一番下のポツ、尾張藩連携事業負担金１５万円でございます。

今年度新たに計上したもので、中部国際空港を活用したビジット・ジャパン事業として名古屋市を中心に愛知、

岐阜、長野の関係市町村の広域連携による観光振興の実施による海外からの来訪客の増加を目指すものでござい

ます。７款商工費については以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。 

○委員長 それでは、２５分まで休憩といたします。 

午後２時１７分 休憩 

―――――――――― 

午後２時２５分 再開 

○委員長 それでは休憩を解いて再開をいたします。 

ただいま説明を受けました７款商工費、これに関する質疑を行います。委員のほうから質問がございましたらお

願いします。 

○中村努委員 ２２４ページの先端技術実証等負担金についてですけれども、大体どんなゴールを想像すればい
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いのか、いつごろを予定してるというか見込んでいるのか、その辺お聞かせください。 

○産業政策課長 ゴールでございますけれども、やはり実証実験が来年度から始まりまして、令和３年度には二

次実証、令和４年度にはルートをちょっと拡張して広げて、もう一度実証とか事業モデルを検討いたします。ゴ

ールとしましては３年後。これがこの今、自動運転の技術が進む一方で、きょうの日経新聞にもありましたけれ

ども、事故との安全性をどう検証していくか、そんなこともありますけれども、そういったところをこの３年間

を見ていきながら、目指すべきゴールは自動運転車両が４年後には市内で動いている、そこを目指して頑張って

いきたいと思っております。 

○委員長 よろしいですか。ほかに。 

○古畑秀夫委員 ２３０ページの一番上のほうですが、このシャトルバスで山雅のところ１７試合、それからワ

イナリー周遊というのはワイナリーめぐりを秋にやっているのだと思うのですが、これも土日中心ということで

すか。利用状況、今年度どうだったかお聞きしたいと思います。 

○観光課長 委員がおっしゃるとおりで、山雅につきましては、松本山雅とのホーム戦における駅前と会場との

シャトルバスの運行になります。もう１つワインのバスにつきましては２種類ございまして、１つが昨年、一昨

年、３年間続けてまいりました９月の土日祝日を活用しました塩尻駅から桔梗ヶ原のワイナリーへの循環バスと

なっております。昨年と今年度につきましては、松本空港まで延長した形でシャトルバスを運行しました。もう

１つ、みどり湖のパーキングエリアを活用しまして、みどり湖パーキングエリアを発着地点としまして桔梗ヶ原

ワインバレー、それから安曇野、松本を回る日本アルプスワインバレー、そこまでを周遊してくる広域周遊ワイ

ンバスということで、２つのワインバスを運営してきております。 

 利用者につきましては、桔梗ヶ原ワインバスにつきましては、例年およそ５００名程度の期間中利用がござい

ます。また、広域周遊バスにつきましては、運行日数が年によって違いますが、全ての日数、定員いっぱいでバ

スを運行しております。以上でございます。 

○古畑秀夫委員 そうすると、結構利用率がよくて、運行されているという理解でよろしいですか。 

○観光課長 １０日間くらい運行しておりますので、全てのバス１台ずつに何人乗るかというと、数人から十数

人くらいにはなってはおりますが、お客様からの評判も大変よく、また二次交通の充実という面でも県外、市外

からのお客様が来訪の折の利便性を高めるということで、継続してまいりたいと考えております。 

○古畑秀夫委員 それでよければいいのですが、せっかく運行するので、ぜひ宣伝していただいて有効に活用し

て、塩尻に来てもらってというふうに思いますのでお願いします。 

 その下の観光振興の関係で、先ほどの説明だと一番上の会計年度任用職員の部分が地域おこし協力隊の賃金と

いうことですが、これは今、地域おこし協力隊員は何人いて、お金はたしか国から、協力隊の活動補助も含めて

国から出ているということかどうか、その辺も含めてお聞きしたいと思います。 

○観光課長 観光では１名の方にお願いしております。財源としましては、今委員がおっしゃいましたとおり、

人件費の１９９万円と次ページにある活動費２００万円が国からの補助になって運用されております。 

○古畑秀夫委員 全員というか、今現在、塩尻市に協力隊員は何人いるかはわかりますか。 

○観光課長 申し訳ありません。私のほうでは把握できておりませんので、後ほど確認させていただきたいと思

います。 
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○委員長 では、後ほど数字を。ほかに。 

○中村努委員 ２２６ページのワイナリー等設置事業補助金、新年度３社ということですが、これって３社ふえ

るとワイナリーとして塩尻市内は幾つになりますか。 

○産業政策課長 ワイナリーはこの３社入れまして、現在１７です。民間事業者１６プラス塩尻志学館高校の１

校になっております。 

○中村努委員 わかりました。続いてその下の海外展開支援事業負担金ですが、先ほどの説明ですとオリンピッ

ク等あって、海外展開もしっかりしていきたいという説明だったのですが、この事業見直しを見ると、当初の効

果が期待できないため、海外展示会への出店に対する負担金を廃止と書いてあるのですが、これはどういう関係

になるのですか。 

○産業政策課長 平成３０年度でございますけれども、実は海外のコンクール、香港のインターナショナル・ワ

イン＆スピリッツという世界では結構規模の大きい展示会に出店をいたしました。その後、いわゆる香港であり

ましたので、東南アジアのバイヤーの皆さんが市内のワイナリーにも来まして、直接マッチングをするような機

会がございましたけれども、その後、きちんとビジネスになかなか成立をしていかない、そういう状況がござい

ました。それとまた、今年度は香港がこういう国情がございまして、この展示会に続けて出たかったのですけれ

ども、出ることができず止まってしまったと、そういうところもありまして、この展示会に出店するほうにつき

ましてはスクラップをしたと、そういう現状がございます。 

○中村努委員 そうだとすると予算計上されている８０万円ですが、これは具体的にどういう展示会でしょうか。 

○産業政策課長 こちらは昨年の９月にマスター・オブ・ワインというワインの称号を、世界のソムリエのさら

に上を行くような称号を持っている大橋健一さんという方が塩尻にお見えになりまして、塩尻ワインはもちろん

のこと日本のワインなんて世界に行けばほとんど知られてないよと、そこで何をしなければならないか、それは

国際コンクールに出品、インターナショナル・ワイン・チャレンジであったり、デキャンターのワインコンクー

ルであったり、そういうところに出品を何しろして、入賞を重ねていく、そういったことが評価につながってい

く、これは日本ではなくて、その前のチリであったり、そういったところの産地もそういうふうにして産地を形

成してきていると、そういう動きがございます。ですので、こちらのほうは逆にアクセルを踏んで力を入れて、

市内のワイナリーから出品できるように、そういう形で補助制度を整えております。 

○委員長 よろしいですか。ほかに。 

○中村努委員 ちょっと基本的なことで、２３０ページの地域ブランド推進事業費ですけど、この予算説明資料

と事業見直しの事業名では地域産品ブランド化事業と書いてあるのだけれど、予算書にはその名称がないのです

けど。 

○観光課長 予算書の２２８ページの一番下の丸、こちらが地域産品ブランド化事業、その中の１つの事業とし

まして地域ブランド推進活動負担金がございます。 

○委員長 よろしいですか。 

○中村努委員 事業名はわかりました。それで、これは先ほどの説明では、東京でのワインパーティーを計画し

ているというような説明で、一方で名古屋ワインバーとワインと語る夕べは引くと、交換ではないけれども事業

が変わったという理解をすればいいですか。 
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○観光課長 委員がおっしゃるとおり、名古屋のワインバーと語る夕べを廃止しまして、東京でのワインパーテ

ィーに回しております。 

○委員長 よろしいですか。 

○議長 今のところのワインと語る夕べの考え方ですけれど、前２回開催していたワインと語る夕べですけど、

１回で民間に任せるみたいなことの言い方もありながら、１回やってきたわけですけれど、今回全部やめるとい

うことで、市民団体主体でやってもらうという先ほど説明だったのですけど、その辺についてのお考えと、どん

な考えで構想をしているのか、その辺お聞かせいただきたいと思います。 

○観光課長 ワインと語る夕べにつきましては、今お話がございましたように平成１６年から今年の２月まで開

催してきております。この中で、この間に市民レベル、市民活動団体レベルでのワイン会等が多く開催されるよ

うになってきております。また、事業につきましても我々だけでなく、そういった皆さんが主体となって事業と

同じような形がとれてきておりますので、今後、公募をする形の中で事業をやってみたいという市民の方がいら

っしゃいましたら、ぜひ市民の皆さんも主体となってワインを盛り上げていただこうという、そういった流れを

つくっていきたいということで、今回、語る夕べの実行委員会形式を変更するものでございます。 

○議長 ２回が１回になった段階で、小さなワインの会はあるとしても、ずっと長年勉強をしている団体が自主

的にフェリスクレールという場所も使ってワイン会をやっていて、市で主催のような廉価なわけにはいかないの

で、１万円とか徴収しながらもすぐに埋まるような人気のある自主的なワイン会にはなってはいます。今回は公

募ということなのですけれど、前者は別に何か補助とかは多分なかったと思うし、それから、市が主催の場合は

ワイナリーの協力というかワインに関してもそうなのかもしれない、ですから安くできる、市民にとってそうい

う還元があるとは思うのですけれど、その辺について公募していくというところで、市とか例えばワイナリーの

協力とか、そんなことはどんなふうになっていくのかについてお聞きをしたいと思います。 

○観光課長 その辺の具体的な方法については、まだ決まってきておりませんが、先日ワインと語る夕べの実行

委員会を開催しまして、新年度どういった形で継続した支援をしながら、事業を進めていくかということで今話

し合っているところでございます。 

○議長 人材とか機会とか活用していただいて、市民の皆さんがいろんな機会に参加できるような、そういった

ほうに進んでいただければとは思いますが、できれば本当にワイナリーだとかいろんなところの協力があればい

いなという声はありますので、ちょっとお伝えをしたいと思います。ワインのことで続けてですけれど、ワイナ

リーフェスタですが、新年度のワイナリーフェスタについては、今チケットの販売も先に延ばしている状態です。

いいぐあいに収束してくれるといいなということを願っているわけですけれど、最低限どういう条件、もしかし

て余りに世の中がひどい状況になったら、開催もできないのかなあということも危惧するわけなのですけれど、

外でやるイベントではあるのですけれど、どのような条件だったらやれるのかとかいうことを市民も気にしてい

るのですが、今のところのお考えあればお願いします。 

○観光課長 ただいまお話にありましたとおり、まずチケットの発売を３月２１日から４月１１日に延ばしまし

た。それはできる限りお金のやり取りがない段階、お金のやり取りをできるだけ先に延ばした形で開催したいと

いうことで４月１１日に延ばしております。開催の可否につきましては、今の段階では何とも言えない、どうな

ったら開催するかどうかというのも何とも言えない状況です。ただ、参加してくれる協力してくださるワイナリ
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ーの皆さんが、うちのワイナリーはそういったことでできないというワイナリーがふえてくれば、運営は難しく

なると思います。また今、国のほうでも１９日に新しい方針が出てくると思われますが、それを見る中で４月、

５月のイベントが全国的にもうやめていこうという方向になってくれば、当然やめていくようになると思います

ので、その国の様子を見ながら、３月の末、４月の初めくらいに最終的に実施するかどうかを決定してまいりた

いと考えております。 

○委員長 いいですか。ほかにございましたら。 

○牧野直樹委員 ２２４ページ、道の駅木曽ならかわ管理委託料６０万円、これはトイレの清掃というような説

明だったのですが、誰に管理委託料を払っているのか教えてください。 

○産業政策課長 こちらの管理委託料は一般財団法人塩尻・木曽地域地場産業振興センターにお支払いをして、

トイレの清掃委託を行っております。 

○牧野直樹委員 ということは、トイレは前に見た裏の道から入るトイレのことですか。 

○産業政策課長 道の駅のトイレは２４時間出入りできることが原則でございますので、ならかわ市場の裏につ

いているトイレになります。センターの中庭のトイレも一応２４時間入れるように、道の駅のトイレとしての機

能を持たせております。 

○牧野直樹委員 ２２８ページの地場産センター指定管理委託料１，５００万円というのは、指定管理されてい

るのは先ほどの団体と同じですか。 

○産業政策課長 同じでございまして、この地場産センターの建物は一般財団法人塩尻・木曽地域地場産業振興

センターが受けております。 

○牧野直樹委員 その指定管理とトイレの掃除の料金というのは、全く別という考え方ですか。 

○産業政策課長 トイレの管理は全く別という考えをして、すみ分けをしております。 

○牧野直樹委員 何かよくわからないのだけど、月５万円だよね、トイレの掃除。都市計画あたりで駅のトイレ

の管理だとか。 

〔チャイムの音あり〕 

○委員長 済みません、牧野委員。若干ここで休憩をとって、黙祷に入りたいと思います。 

〔東日本大震災の黙祷についてのアナウンス〕 

○委員長 皆さん、その場で黙祷。 

 ありがとうございました。 

〔チャイムの音あり〕 

○委員長 それでは、休憩を解いて再開をいたします。牧野委員、済みませんでした。 

○牧野直樹委員 途中になってしまったのだけれど、６０万円の根拠というのは都市計画あたりで公園の中のト

イレとかいうのは多分、お金払って管理してもらっていたりすると思うし、塩尻の小坂田の道の駅の上のトイレ

は多分食堂やっている人が管理でお金もらってやっていると思うのですが、そこら辺の金額との比較というと、

高くない、これ。高くないかい。そうかい。その辺ちょっと都市計画と比較して幾らぐらいか言って。 

○産業政策課長 まず、私どもの道の駅のセンターの６０万円の積算根拠につきまして申し上げます。係長のほ

うから答弁いたします。 
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○産業振興係長 それでは、道の駅木曽ならかわのトイレの関係の算出根拠なのですけれども、人件費で大体５

０万円くらい、これは稼働というかあいている日数に応じてになりますけれども、その分の人件費とあとは消耗

品の関係で９万円くらいということで、６０万円という算出になっております。 

○牧野直樹委員 ちなみに都市計画のほうは。 

○都市計画課長 都市計画課の公園関係のトイレですとか道の駅の関係のトイレにつきましては、基本的にはシ

ルバー人材センターの時間の単価を使って、積算をしておりますので、例えば公園なんかのトイレの場合は１施

設１時間、２時間という形で積算をして、実際に清掃をした時間に応じて月々お金を払っているといった状況で、

あとならかわの関係の平沢もそうですし、奈良井の公園の関係についても地区のほうへトイレ清掃をお願いして

いるのですけれども、これにつきましてもシルバー人材センターの時間の単価を使いまして、積算をして実質に

応じてお金を払っている状況でございます。 

○牧野直樹委員 大体年間で幾らぐらいなのですか。 

○都市計画課長 とりあえず、北部公園のトイレは月に１０日くらいという形で、１日２時間ということで２０

万円程度。これが多分、道の駅ですと毎日やらなければならないと思いますので、３０日になりますので六十数

万円はかかるといったぐあいになると思います。 

○委員長 よろしいですか。ほかに。 

○古畑秀夫委員 ２３４ページの信州まつもと空港の利用促進のこれは広域で多分やって、利用する人に補助金

というか何か出しているということですか。これ年間通じてでしたか。どういう形で今年度、まだ途中だと思い

ますが、どの程度の状況になっているかをお聞きします。 

○観光課長 まつもと空港の利用促進に関する助成金について御説明を申し上げます。助成金の種類には全部で

３種類ございます。１つが春季、春の福岡便の利用助成、こちらが往復５，０００円で片道２，０００円。それ

と冬季利用促進ということで福岡、札幌、それから今年できた神戸線でございます。福岡、札幌につきましては

往復５，０００円、片道２，０００円、神戸につきましては往復３，０００円、片道１，５００ということで今

年度実施しております。利用状況につきましては、現在まとめている最中で最終的に出ておりませんので、お願

いいたします。予算につきましては、全て予算額を終了しているというのが現状でございます。 

○古畑秀夫委員 予算額が終了しているというのは、もう時期が終わったということですか。 

○観光課長 全て終わっております。ただ、内訳的に片道利用、往復利用それぞれがございますので、人数的に

はまだ把握ができておりません。 

○委員長 よろしいですか。ほかに。 

○議長 松本広域連合のほうでも観光の部分の審査も以前はなかったものが、今は委員会のほうに入っていまし

て、昨年度からなのですけど、やはり広域で今後さらにやっていくべきという考えが進んで来つつあるところで

す。そういう中でそれぞれの自治体の観光の部署とも意見を聞いたりしながらいかなければいけないという意見

もあるのです。そういったことで自分の市はもちろんなのですけれど、やはり広域との連携をしてお互いにＰＲ

し合うこともですし、ワインのほうでは広域観光とやっていますけれども、そういうふうにしていくことがやは

り今後大事だという考えの中でまだ始まったところなので、まだそんなに進んでいないという面もあるかとは思

います。２３０ページにあるシャトルバスの運行での桔梗ヶ原のワイン観光、あるいは広域観光で少し広まって
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きているとあるのですが、広域連合のほうにもＰＲをしてもらうという形をとっていくことも１つかと思うので

すけれど、その辺についてお考えを、もしあればお願いしたいと思います。 

○観光課長 広域連合との連携も必要な手だてを考えております。広域連合のパンフレット等では、ワインを結

構きちんとした形で入れていただいておりまして、ワインにつきましては、今度は山形村も特区の中に入ってき

たりしておりますので、さらにそういった広域での連携が強まっていきますし、強めていかなければならないと

考えております。 

○議長 徐々にとは思いますけれども、いい効果が生まれるように、また情報提供もお願いをしたいと思います。

もう一点、２２８ページのところで、木曽漆器振興事業の中の下から６番目、産地活性化プロジェクトですけれ

ど、令和２年はどんなふうに進めていくのか、二四重商店で貸し出し漆器というところは先ほど説明ありまして、

スナバのような場所にも場所を変えてもと少し発表もあったわけなんですけれども、楢川のほうの中だけだとな

かなか一般の市民にも知られることがないと思いますので、違う場所でもとは思うんですけれど、その辺につい

て何か計画ありましたらお願いします。 

○産業政策課長 先日も、産地活性化プロジェクトの木曽漆器青年部によります今年度の事業報告会をスナバで

開催をいたしまして、非常に多種多様な皆さんにお集まりいただいて、いい木曽漆器のＰＲができたと思います。

御指摘のとおり、産地内、二四重商店は拠点にして活動はしておりますけれども、産地内にとどまることなく産

地から飛び出してＰＲをしていかないと、木曽漆器の魅力を広く広めていくことはできないと考えておりますの

で、令和２年度も産地以外でもいろいろな活動をしてまいりたいと考えております。逆に、産地に外から人を取

り込むということでツーリズムの事業は令和２年度、開催をしてまいりたいと考えております。以上です。 

○議長 産地にも取り込んでもいただきたいと思いますが、この間スナバという場所とワインとの絡みもあった

からなのか、食器もちゃんと料理が載って、それも料金に入ってだったのでということもあったのか、県外から

も来ている人、県内の違う場所から来ている若い方もいたので、工夫次第ではいろんな方に知っていただけるや

り方があるのではないかなというふうに感じたので、そういう意味でも頑張っていただきたいと思います。以上

です。 

○委員長 ほかに。 

○中村努委員 細かいことですが、２３４ページの広域観光推進事業の中で、中ほどの権兵衛峠観光施設等保全

研究会負担金というのと、３つ下の、松塩筑安曇野温泉協会負担金、これはどういうものなのですか。 

○観光課長 まず最初に、権兵衛峠観光施設等保全研究会負担金でございます。こちらは、権兵衛峠に接する伊

那市、南箕輪村、塩尻市の２市１村で権兵衛峠を活用した観光を推進していこうということで始めている研究会

でございます。一番のメインの事業は観光トイレの維持管理が主なもので、それぞれお金を負担し合いながら維

持管理をして、また修景の作業ということで支障木の伐採や草刈り等の作業をしております。以上です。 

また、松塩筑安曇野温泉協会負担金でございますが、こちらは市内町村内、自治体内に温泉を持っている市町

村が加盟しているものでございます。塩尻市内にも何か所か温泉があるものですから、そちらのほうに加盟して

事業を進めているものでございます。 

○中村努委員 権兵衛峠のほうはトイレの関係とわかるのですが、ちょっと変な名前ですよね、これ。温泉のほ

うは、この協会に負担金を出して何かしてくれるのですか。 
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○観光課長 こちらにつきましては、温泉の施設の管理とか温泉の効用だとか、そういったようなものの勉強会。

定期的な、主は温泉組合の皆さんが入っているのですけれども、そういった皆さんによる勉強会が主な事業とな

っております。また、それをきっかけとしまして、全国に向けた温泉利用を進めていこうということで、それを

大前提としながらの勉強会等が主な事業になっているように認識しております。 

○中村努委員 それは、温泉を経営している方がこの程度の金額なら出せばいいと思うのです。行政が負担金と

して出すような内容ではないと思うのです。今後、この事業見直しに、検討していただきたいと思います。要望

でいいです。 

○観光課長 今年度の事業をしっかり見ながら検討してまいりたいと思います。 

○委員長 権兵衛峠のほうは、いいわけですか。 

○中村努委員 はい。 

○委員長 ほかに。 

私から、今の２３４ページの一番最後の尾張藩の連携事業。市長が出て殿様になってという報道もありました

けれども、これはこれからもああいう形で続いていくということですか。さっきコメントがありましたが、今年

の事業の予定は。 

○観光課長 今年度の事業につきましては、観光ＰＲ用のパンフレットとＰＲ用の映像作成、またキャラバン等

が組まれております。 

○委員長 わかりました。ほかに。よろしいでしょうか。 

それでは、７款商工費までは以上で質疑終了といたします。引き続き、８款土木費、１１款災害復旧費の説明

を求めます。 

○建設課長 それでは、２３５、２３６ページをお願いをいたします。８款土木費１項土木管理費１目土木総務

費から説明をさせていただきます。説明欄の上から３つ目の白丸、統合型ＧＩＳ共用空間データ作成事業でござ

います。１つ目の黒ポツ、統合型ＧＩＳ共用空間データ作成業務委託料１，５８５万１，０００円につきまして

は、適正な地図情報を市民、企業等へ提供するとともに、利用者へのサービス向上を図るため２，５００分の１

や１万分の１の基盤図について、主に大門から広丘吉田地域の市街化区域の地図の情報を更新させていただきま

す。また、あわせてＧＩＳシステムの保守点検料もこの中で行うものでございます。 

１ページめくっていただきまして、２３７、２３８ページをお開きください。２項道路橋梁費１目道路橋梁総

務費を御覧ください。備考欄の２つ目の白丸、道路橋梁事業諸経費１，５１９万４，０００円につきましては、

５つ目の黒ポツ、長野県有料道路通行券購入費３０２万４，０００円でございますが、三才山トンネル及び新和

田トンネルの有料道路２路線の通行券を購入するものでございます。なお、三才山トンネルにつきましては、令

和２年、今年の９月１日から無料化されることから、昨年より枚数を減らして購入をしてあるものでございます。

また、その６つ下の黒ポツ、県道路整備期成同盟会負担金から下の黒ポツにつきましては、道路の整備促進同盟

会や道の駅にかかわる加盟団体等の負担金、そのほかに県の道路整備にかかわる負担金等を計上してあるもので

ございます。 

次に、２目道路維持費をお願いいたします。１つ目の白丸、道路等維持事業２億９，０２１万９，０００円で

ございます。ページめくっていただきまして、２つ目の黒ポツ、清掃委託料６４８万６，０００円でございます。



44 

 

こちらは市道の草刈りや除草、浸透ますの清掃等を行うものでございます。次の黒ポツ、街路樹せん定等委託料

１，７７８万５，０００円でございます。これは主に街路樹を剪定をするものでございまして、来年度につきま

しては、都市大塩尻高校周辺の高校北通線のケヤキの伐採、また広丘から西へ向かう野村通線の街路樹等の剪定

を計画しているものでございます。その下の黒ポツ、市道維持補修作業委託料６９１万５，０００円でございま

すが、主に道路パトロールの委託費として建設業協会に市道の穴埋め等を委託するものや、雨水の排水ポンプ６

箇所の維持管理業務を業者へ委託するものでございます。その下の測量設計調査委託料１，４４０万円でござい

ます。主には、贄川の観音寺人道橋の撤去詳細設計を委託するものでございます。その２つ下のＬＥＤ照明使用

料４，２００万３，０００円でございます。こちらは平成２８年度に実施いたしました市内の道路照明ＬＥＤ化

のメンテナンスを含めたＬＥＤ等の使用料でございます。こちらは１０年間の債務負担公費として行っているも

ので、１０年間の債務負担公費の額につきましては、４，２０２万９，２０８円でございます。その下の黒ポツ、

道路損傷システム使用料７６万８，０００円につきましては、現在使用中の塩レポ等が古くなりメンテナンスが

できないことから、新たな道路損傷システムを導入するものでございます。続きまして、その下の黒ポツ、道路

維持工事費１億７，７１３万５，０００円につきましては、地元要望に対する道路維持工事や緊急修繕に対応す

る維持応急工事、凍上被害や舗装面のひび割れ等に対応する舗装改良工事、上下水道の埋設に伴う道路の復旧負

担金５，０００万円で行う舗装の本復旧工事となります。その下の黒ポツ、排水路整備工事３，９００万円につ

きましては、地元要望に対応する排水路の整備工事となります。その次の白丸の除雪対策事業６，７６０万円で

ございますが、除雪時の対応といたしまして昨年度の予算とほぼ同額程度の予算を計上させていただくものでご

ざいます。 

次に、３目道路新設改良費でございます。一番上の白丸、幹線道路整備事業５，３１０万円につきましては、

予算案の説明資料の３０ページで説明をさせていただきますので、３０、３１ページをお願いをいたします。中

ほどのところに幹線道路整備事業の明細が書いてございます。仮称ではございますが、継続事業として３路線と

なってございます。仮称、歯科大東交差点改良事業につきましては、詳細設計、用地測量、不動産鑑定等が完了

しますので、継続して用地の取得、移転補償に取り組んでまいります。次の国道１９号線との交差点の緑ケ丘南

交差点改良事業につきましては、来年度工事完成に向けて事業を実施するものでございます。次の塩尻町交差点

改良事業でございますが、これはあした現場を見ていただくことになってございますが、これにつきましては、

用地測量、補償調査、不動産鑑定等を行ってまいります。このいずれの工事につきましても、交付金の内示のつ

きぐあいによりまして、事業の進捗に若干の影響が出るところではございます。 

続きまして、予算書に戻っていただきまして、２３９、２４０ページ２つ目の白丸、生活道路整備事業２億１，

４５０万円でございますが、地区要望による道路改良工事となります。主な工事箇所といたしましては、国鉄の

側道の峰原団地から塩尻の東支所へ向かう交差点までの道路拡幅工事や、志学館高校前の佐々木整骨院の付近か

ら志学館高校のグラウンドを経由いたします都市大塩尻高校の正門付近までの市道と市道を結ぶ道路新設などが

主なものでございます。 

続きまして、その下の白丸、歩道整備事業３，５８６万２，０００円につきましては、先ほどの説明の資料の

同じページ、今度３１ページになります。そこのところにあります、歩道整備事業となってございます。これは

一番上の舗装整備継続が２事業ございます。君石野村線につきましては、丘中から県住の君石団地までの歩道整
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備で、今年度に引き続き６０メートル予定で工事を実施いたします。その下の下西条町区線につきましては、一

本木の区画整理事業から１５３号のヤマニの酒屋に通じる部分となりますが、来年度は補償物件の調査を進めて

まいります。今後も歩道整備を進め、歩行者の安心と安全の確保に努めてまいりたいと考えております。  

続きまして、予算書の２４１、２４２ページをお願いをいたします。１つ目の白丸、道路施設長寿命化改修事

業１億８，０００万円につきましては、これも予算説明資料の３１ページでございます。中段にございます。５

年に１度の法定点検の１巡目が終わりまして、新たに２巡目を今実施しておりまして、来年度は５０橋の点検と

あわせて法定点検、１巡目はもう終わっていますのでその結果を踏まえて橋梁の長寿命化の計画を見直すもので

ございます。次に、橋梁の修繕工事、これは郷原橋の耐震橋台補修を行います。その下のトンネルの修繕事業に

つきましては、点検結果に基づきまして３箇所の補修工事を実施するものでございます。その下のメロディ橋、

これも贄川のところにありますメロディ橋ですが、これは撤去に向けた詳細設計を実施していくものでございま

す。また、その下の補修修繕の東山山麓線と桔梗ヶ原ぶどう橋線、これは郷原工業団地から１９号線までの一部

の区間ですが、これにつきまして舗装の個別施設計画に基づき舗装の修繕改良工事を行っていくものでございま

す。 

予算書に戻っていただきまして、４目の交通安全施設費、備考欄交通安全施設整備事業２，０００万円につい

ては、１つ目の黒ポツ、交通安全施設設置工事については、カーブミラー、ガードレール、区画線の設置を行う

ものでございます。その下の通学路安全対策工事、これは社会資本整備交付金事業を活用しながら、小学校、中

学校の通学路の合同安全点検を実施した箇所を対象として、工事を行うものでございます。３項河川費１目河川

維持費です。２つ目の白丸、河川改修事業１つ目の黒ポツの河川改修工事１９８万円、これは市が管理します改

修と河川等の改修工事を行うものでございます。その下の白丸の河川維持諸経費でございますが、２つ目の黒ポ

ツ、河川公園管理委託料１５５万５，０００円につきましては、奈良井川のリバーサイドパークや親水護岸等の

管理委託料となってございます。その下の河川支障木伐採委託料２００万円は、県の森林税を活用した県単河畔

林整備事業でございます。補助率は事業費の９０％の補助となってございます。本年度に引き続きまして小沢川

となりますが、実施するものでございます。私からは以上でございます。 

○都市計画課長 私からは、４項都市計画費について御説明をいたします。それでは、１目都市計画総務費をお

願いします。２つ目の白丸、都市計画総務事務諸経費７２１万５，０００円は、都市計画課の事務執行に係る経

常経費でございます。主な内容について、最初のポツ、都市計画審議会委員報酬１４人分１８万８，０００円は、

野村桔梗ヶ原土地区画整理事業の市街化区域編入に伴います区域区分の決定及び地区計画制度の導入について都

市計画審議会を開催する経費でございます。 

ページをおめくりいただき、２４３、２４４ページをお願いします。下から６つ目のポツ、地区計画策定基礎

調査業務委託料９９万円は、今年９月からの地区計画制度の導入に当たりまして、申請のあった対象地区の人口

分布、人口動向、土地利用の状況などの基礎調査を行う費用を計上したものでございます。なお、地区計画制度

導入に当たっての進捗状況につきましては、この２月までに市の方針が決定しまして、現在、６月議会へ条例改

正の議案提出を目指し、運用基準の作成など詳細についての調整を進めているところでございます。また、議会

への内容の説明につきましては、５月に予定されております議員全員協議会に御協議をお願いする予定で現在進

めている状況でございます。 
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続きまして、次の白丸、都市緑化推進事業３８９万９，０００円の主な内容について、３つ目のポツ、開発緑

地整備委託料９０万６，０００円は、開発緑地の樹木の剪定、伐採を行う経費でございます。次に、下から２つ

目のポツ、危険遊具改修等工事１８０万円は、本年度遊具の危険度判定を行った結果に基づき、地区と相談しま

して危険遊具の改修または撤去を行うものでございます。次のポツ、苗木代７７万８，０００円につきましては、

出生記念樹及び新築記念樹等の苗木の交付を行うものでございます。 

続きまして、２目公園管理費でございます。１つ目の白丸、公園等管理諸経費６，１６４万５，０００円につ

きましては、小坂田公園を初め市内３２の都市公園と楢川地区の公園条例に基づく５公園の管理を行うための経

費でございます。主な内容について、ページをおめくりいただき上から３つ目のポツ、公園管理委託料２，３９

０万４，０００円は、街区公園等の除草、清掃、剪定や小坂田公園の有料公園施設の管理をシルバー人材センタ

ーなどに委託するものでございます。次の白丸、公園施設長寿命化改修事業３６０万円は、平成２５年に策定し

ました長寿命化計画に基づいて、遊具の補修改修工事を予算の範囲内で年次的に進めているものでございます。 

次の白丸、小坂田公園再整備事業１億４，３７０万円は、あわせて説明資料３２ページを御覧ください。これ

は、閉鎖しました市民プール跡地の利活用を初め公園全体の活性化を目指し来年度から再整備に取りかかるもの

でございます。主な内容について、１つ目のポツ、測量設計調査委託料４，３７０万円は、公園全体の地形測量

及び再整備で予定しています多目的グラウンド、自由広場、レストラン棟の改修等の詳細設計を行う経費でござ

います。その下のポツ、公園施設撤去工事１億円は、平成２７年度に閉鎖しました市民プールの解体工事を行う

経費でございます。 

続きまして、３目都市計画道路費は、あわせて説明資料３２ページを御覧ください。白丸、都市計画道路整備

事業６，１７０万円は、広丘東通線及び高原通線の整備を進めるための経費でございます。主な内容について、

すぐ下のポツ、測量設計調査委託料９７０万円は、高原通線国道１９号九里巾交差点から土地区画整理地区内ま

での３４０メートル区間の測量、補償調査を行う経費でございます。その下のポツ、市道新設改良工事４，５０

０万円は、広丘東通線の段丘部分１００メートル区間の工事に要する経費を計上したものでございます。 

次、４目駅施設維持費でございます。白丸、駅舎等維持管理諸経費８１０万６，０００円は、塩尻駅２基、広

丘駅２基、計４基のエレベーターの維持管理及び広丘駅のトイレ、自由通路の清掃業務に必要な経費をそれぞれ

計上したものでございます。 

ページをおめくりいただき、２４７、２４８ページをお願いします。続きまして、５目区画整理事業費は、あ

わせて予算説明資料３３ページを御覧ください。白丸、塩尻駅北土地区画整理事業１億１，２７８万円は、塩尻

駅北地区の区画整理事業を推進する経費で、事業から３年目を迎え、公園整備を除く道路宅地部分の造成工事が

ほぼ来年度で完成する見込みとなっております。主な内容について、工事請負費 1つ目のポツ、市道新設工事３，

１０８万円は、地区内の幅員９メートルの主要幹線道路１５５メートルの道路築造費でございます。次のポツ、

区画整理事業補助金２，０３０万円は、組合が施工する６メートル以下の道路舗装に係る経費に対し、塩尻市土

地区画整理事業助成要綱により補助金を交付するものでございます。次のポツ、公共管理者負担金６，１４０万

円は、市が整備します地区内の幅員９メートルの幹線道路の用地費を先ほどの助成要綱により負担金として交付

するものでございます。次の白丸、土地利用促進事業は予算説明資料３２ページをあわせて御覧ください。主な

内容について、１つ目のポツ、組合設立支援業務委託料１，７３０万円は、令和３年３月の野村桔梗ヶ原地区土
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地区画整理組合設立に向け、必要な業務を委託する経費でございます。 

続きまして、６目市街地活性化事業費につきましては、予算説明資料３２ページをあわせて御覧ください。白

丸、ウィングロード管理事業５，２７１万４，０００円は、平成２２年に市が取得しましたウィングロードビル

の維持管理費に係る経費を計上したものでございます。主な内容について、１つ目のポツ、ウィングロード管理

業務委託料７６２万円は、塩尻市振興公社にビルの管理運営を委託するものでございます。次に２つ目のポツ、

割賦負担金３，２０１万４，０００円は、平成２２年度に振興公社が行いました大規模改修工事にかかった費用

及び平成２９年度同じく振興公社で行いました空調設備の改修工事にかかった費用を、１０年割賦で負担金とし

て支払っているものでございます。次に、４つ目のポツ、ウィングロード設備改修負担金１，２００万円は、築

２７年が経過し老朽化が進んでおります建物の維持修繕工事を行う費用を負担金として、塩尻市振興公社に支出

するものでございます。来年度は、非常用発電機のオーバーホール、シャッターの修繕、店舗のタイル改修、あ

とトイレの改修などの工事を予定しているところでございます。 

次の白丸、広丘駅東口駐車場事業４２４万６，０００円は、広丘駅東口に設置したパーク＆ライド駐車場の維

持管理費でございます。主な内容について、５つ目のポツ、駐車場管理業務委託２８６万円は、精算機の保守点

検、料金の回収、２４時間での異常時の対応などの業務を委託するものでございます。 

 次、７目交通安全対策費は、あわせて予算説明資料３３ページを御覧ください。白丸、交通安全対策事業諸経

費２，２３８万３，０００円は、市民の交通安全対策に必要な経費を計上したものでございます。主な内容につ

いて、すぐ下のポツ、塩尻市交通安全対策委員会委員報酬７万４，０００円は、塩尻市交通安全基本条例に基づ

き、委員会を開催する経費を計上したものでございます。次に下から５つ目のポツ、交通安全教室等委託料２０

０万円は、ＮＰＯ法人に保育園や小中学生に対しての交通安全教室の一部を委託する経費でございます。次に一

番下のポツ、自動車急発進防止装置整備費補助金１，２００万円は、この２月から新たに高齢者の交通事故防止

対策として創設しました補助金について、この４月からも制度を継続し、高齢者の事故防止を図るものでござい

ます。なお、４月からの補助金につきましては、国の補助制度がこの３月９日からスタートしております。そう

いうことで、市の補助金は国の補助金を除いた額に対し、補助することとしまして、２月のスタート時点と比較

して市民の負担割合が公平になるよう、補助要綱を一部４月１日より改正しまして対応してまいりたいと考えて

おります。 

 ページをおめくりいただき、２４９、２５０ページをお開きください。続きまして８目輸送対策費をお願いし

ます。１つ目の白丸、輸送対策事業１億３２８万９，０００円は、地域振興バス１０路線の運行経費を計上した

ものでございます。主な内容について、１つ目のポツ、塩尻市地域公共交通会議委員報酬２６万２，０００円は、

道路運送法に基づき設置している会議でございまして、主に地域振興バスの運行について協議会を開催する経費

でございます。次に下から７つ目のポツ、地域振興バス運行委託料９，９６９万７，０００円は、市内１０路線

のバス運行経費で、楢川線を大新東株式会社に、それ以外の９路線をアルピコタクシー株式会社にそれぞれ運行

を委託する経費を計上したものでございます。 

次の白丸、駅前駐輪場等管理事業７６万６，０００円は、みどり湖駅及び広丘駅の駐輪場の管理経費でござい

ます。主な内容について、一番下のポツ、駐輪場管理委託料５５万９，０００円は、広丘駅前の東西駐輪場の管

理をシルバー人材センターに委託するものでございます。 
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次の白丸、地域公共交通網形成計画策定事業は、あわせて予算説明資料３３ページを御覧ください。すぐ下の

ポツ、地域公共交通網形成計画策定業務委託料２４８万６，０００円は、コンパクトシティを推進するため、持

続可能な交通ネットワークの構築を目指し、その計画策定に要する経費として業務委託料を計上したものでござ

います。 

次に９目下水道事業費でございますが、これについては下水道事業会計への繰出金として８億円を計上したも

のでございます。私からは以上でございます。 

〇建築住宅課長 ページをおめくりいただいて、予算書の２５１、２５２ページをお願いします。私からは５項

住宅費１目住宅企画費。説明欄の２つ目の白丸、住宅事務諸経費３２８万８，０００円につきまして、市内の市

営住宅等１８団地５５５戸の管理運営にかかる費用となってございます。８つ目の黒ポツ、パソコン等使用料１

８７万８，０００円は、市営住宅等の入居者情報や家賃等の管理システムを運用するためのパソコン等のハード

及びソフトウェアの使用料で、現行システムは令和元年１０月から再リースで使用していますが、システムの保

守期限が令和２年９月で切れてしまうため、令和２年１０月から新たに５年間の長期継続契約リースを予定して

いることから、昨年度予算より４４万５，０００円増額となっております。２つ下の黒ポツ、強制執行予納金２

０万円は、長期滞納者のあけ渡し訴訟を行った場合に、結審により強制執行する際に裁判所に預ける費用です。

なお、本年度でみどりが丘雇用促進住宅の売買契約に基づく９年の年賦払いが終了するため、事業費全体として

は本年度比で８１４万５，０００円の減となっておるものでございます。 

次の白丸、市営住宅管理維持補修費６，６９７万１，０００円につきまして、２つ目の黒ポツ、特定公共賃貸

住宅等指定管理料から４つ目の黒ポツ、市営住宅管理代行料までは、市営住宅等の管理運営を長野県住宅供給公

社へ委託等する費用となってございます。一番下の黒ポツ、改修工事１，７５６万７，０００円につきましては、

平成３０年に作成しました塩尻市公営住宅等長寿命化計画の維持管理計画に基づいて実施している吉田団地の屋

根及び外壁の改修を行うための工事費で、今年度はＡ棟１棟が完了しており、令和２年度はＢ棟及び併設の集会

所を実施する予定となってございます。 

次の白丸、空き家対策事業３，０２９万６，０００円につきましては、危険空き家などの管理不全の空き家に

対する対策等、空き家の利活用の促進に関する経費となってございます。最初の黒ポツ、空き家等適正管理審査

会委員報酬５人分３万４，０００円は、危険な空き家として指定した特定空き家について、市が行う命令等の行

政処分を行う際に、第三者の意見を聞くものとしており、その審査会の委員報酬５人分を計上したものでござい

ます。次の黒ポツ、空き家等対策協議会委員報酬７人分は、空き家対策特別措置法に基づく空き家対策計画の策

定及び変更並びに実施等に関して協議するための協議会で、委員構成メンバーのうち、市長を除く有識者等の委

員報酬７人分を計上したものでございます。下から２つ目の黒ポツ、住宅ストック活用事業補助金１，５００万

円は、移住・定住促進居住環境整備事業補助金交付要綱に基づき、空き家を利活用するために空き家の片づけや

改修、解体に要する費用の２分の１でかつ片づけは１０万円、改修及び解体は５０万円を上限として補助するも

ので、補助を開始した平成２８年から５年目を迎えますが、年々申請件数が増加しており、本年度当初予算より

３７０万円増額で計上したものでございます。一番下の黒ポツ、空き家利活用事業負担金１，１３２万６，００

０円は、塩尻市振興公社が行っております移住・定住促進事業のうち、空き家バンクや空き家コーディネーター

など、空き家に関する事業に対する負担金で、利活用可能な空き家と移住・定住希望者とのマッチングを市内不
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動産事業者と連携して実施しているものでございます。先ほどの住宅ストック活用事業補助金を紹介、活用しな

がら空き家の縮減へ取り組むものでございます。 

ページをおめくりいただいて、２５３、２５４ページをお願いします。２目建築指導費、１つ目の白丸、建築

確認等事務諸経費１２８万９，０００円は、建築基準法の規定に基づく限定特定行政庁として、確認申請の審査、

検査及び長期優良住宅の認定審査等の事務を行うための事務諸経費となってございます。 

２つ目の白丸、耐震対策等事業２，０４３万９，０００円は、昭和５６年以前の旧耐震基準で建築された木造

住宅や道路に面するブロック塀等について、耐震対策を促進するための費用です。事業費については国や県から

補助を受けて実施するものでございます。１つ目の黒ポツ、耐震診断業務委託料６５０万円は、木造住宅の耐震

診断業務１００件を見込んでございます。次の黒ポツ、大規模盛土造成地調査業務委託料２７３万９，０００円

に関してですが、国において東日本大震災、熊本地震等での被害を教訓に、大規模に谷や沢を埋めた造成地の滑

動崩落に伴う住宅や公共施設の被害発生を懸念し、本年度一定規模以上の大規模盛土造成地の位置や、規模等を

把握するために国土交通省の直轄事業として過去と現在の地形図との比較調査を全国規模で実施しており、その

結果、市内においては８カ所が大規模盛土造成地に該当することが判明しており、その８カ所について、国の方

針に基づき調査を業者に委託するための費用となってございます。具体的には現地調査や造成年代調査などを行

い、宅地ごとにカルテとして資料整理し、８カ所の中での詳細調査の優先度等を判定するための資料作成などを

予定してございます。なお、大規模盛土造成地として判定された８カ所は、今泉南テクノヒルズ産業団地及び民

間工業団地の中で５カ所、そのほかに片丘の塩尻インターチェンジ西側で竜神池、中池と国道２０号との間の住

宅地の一部、それから北小野の中部電力の変電所、最後に贄川駅の国道を挟んだ向かい側の住宅地の一部が該当

となってございます。次の黒ポツ、耐震補助事業補助金１，１２０万円は、木造住宅耐震対策工事補助として１

０件、ブロック塀等撤去及び改善補助として１０件を予定してございます。 

次の白丸、県産木材住宅普及促進事業。黒ポツ、県産木材住宅普及促進事業補助金２，５５０万円は、平成３

０年度より開始した県産木材の利活用を促進するため、県産木材を活用した木造住宅の新築工事並びに住宅の耐

震補強工事とあわせて実施するリフォーム工事に補助を行うもので、２年連続で６月の補正予算対応とさせてい

ただいた経過もあったことから、本年度より５５０万円増額し、１７軒分を予定しているものでございます。な

お増額分につきましては、社会資本整備総合交付金を充当する予定でございます。私からの説明は以上です。 

〇農政課長 続きまして、予算書飛びます。３２３、３２４ページをお願いいたします。１１款災害復旧費 1項

農林水産施設災害復旧費 1目農業施設災害復旧費。説明欄の一番上の白丸でございます。市単農業施設災害復旧

費４９万７，０００円でございます。農業施設に災害が発生した際に迅速に対応できるように応急対策費として

計上するものでございます。私からは以上です。 

〇森林課長 続きまして２目林業施設災害復旧費１５万５，０００円であります。災害発生時における応急工事

等の芽出し計上となっております。以上です。 

〇建設課長 続きましてその下の２項の土木施設災害復旧費。これにつきましても災害が発生した時の芽出しと

して計上してあるものでございます。これで８款の土木費と１１款災害復旧費の説明は以上でございます。よろ

しく御審議をお願いをいたします。 

〇委員長 では、御苦労さまでした。ここで休憩を入れたいと思います。 
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午後３時３８分 休憩 

―――――――――― 

午後３時４４分 再開 

〇委員長 皆さんしっかりおそろいですので、休憩を解いて再開をいたします。それでは８款土木費と１１款災

害復旧費、今説明をいただきました。これについて質疑を行います。委員のほうからありましたらどうぞ。 

〇古畑秀夫委員 ２４８ページのウイングロードの関係です。あそここの間、買い物に行ったら、大分あいてい

るところがあって。いちたは自分でビルをつくったりして、あそこから多分出て行って、もう既にやめていると

いうことですか。あいてるスペースが大分あったんですが、その後に入るような状況というのはあるのでしょう

か。 

〇都市計画課長 現在私どもで把握している内容につきまして、２階の部分で、いちたさんが入っていた部分で

すけれども、あそこの部分については、カルチャーセンターがスポーツジムみたいな形でジムをあそこにつくっ

て、利用するという形で決まっていることは聞いておりますけれども、１階の部分については、現在あいており

ますので、店舗を振興公社のほうで探しているといった状況でございます。 

〇古畑秀夫委員 同じ２４８ページの一番下の自動車の安全装置というか急発進防止の装置の、国が補助金を出

すということですが、少し変えるというさっきの説明だったんですが、どのように内容を変えるのですか。それ

からこの予算というのは、何台分ぐらいの補助金になっているのかお聞きしたいと思います。 

〇都市計画課長 ただいまの補助金の関係ですけれども、この３月９日から国のほうで制度がスタートしており

まして、後づけの装置につきましては、一応踏み込みタイプのものについて２万円、感知して止まる装置につい

ては４万円という形で国の補助金が出ますので、実際の整備費に対しまして、国の補助金を除いた額に対して補

助金を出す形に要綱を改正をいたします。今までは市の補助金だけでしたので、全体整備費の９割までを市が負

担しておりましたので、一応同じ額になるような形で、単純に言うと国の補助金を除いた額の半分とすれば、補

助率として８割ぐらいを掛けてやると、この２月から３月までの間の９割とほぼ同じ額になりますので、イメー

ジとしてはそういったイメージで、４月以降にやっても、先にやった人と同じお金を個人負担をすればできると

いった形で、要綱のほうを改正していきたいというふうに考えて作業を進めているところでございます。台数に

つきましては、１，２００万円でおおむね４００台を予定しておりまして、２月からの補助金３００万円で、そ

れにつきましては５４台で一応予算のほうは全て使い切っている状況になっております。それ以降、さらに現在

待っている方おりますので、４月以降、おおむね今現在で５０人ぐらい待っておられる方がおりますので、そう

いった部分を含めて残り３５０台ぐらいまだ対応できるといった予算額となっております。 

〇委員長 よろしいですか。ほかに。 

〇中村努委員 待っていらっしゃる方というのは、要は改修するのを待っているのか、改修してから待っている

のか、その辺どうですか。 

〇都市計画課長 一応、手続き自体は、申請書は出していただいているのですけれども、提出日を４月以降にさ

せていただくということで、私どものほうも４月に入ってすぐに交付決定が出せるような形で手続きを進めてお

りますので、あくまでも交付決定がなされた以降に整備をしていただくといったぐあいで待っていただいており

ます。 
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〇中村努委員 補助金を使うに当たって、工事をする前に相談があってそういう案内をしているということでい

いですか。 

〇都市計画課長 そのとおりでございます。 

〇中村努委員 では今のところ、そういう相談があった人が五十何人いて、実際何人待っているかはわからない

わけですか。相談しなくて待っている方もいらっしゃるのですか。そうすると、３月９日から国からのが始まる

のだけれど、もう３月いっぱいは国の制度も利用しないで、４月以降にしたほうがいいっていうことなのですか。 

〇都市計画課長 そのとおりでございまして、当然国の制度だけ利用すると、後づけで２万円かもしくは４万円

です。今のところ大体８万円とか９万円ぐらいの費用が感知型のやつについてはかかっておりますので、半分以

上は自分の持ち出しになってしまうという形ですので、４月以降まで待ったほうが自分の個人負担が少ないとい

うことで、より自分に得した形で整備できるということですので、そういうことをお話ししながら待っていただ

いているといった状況でございます。 

〇中村努委員 了解です。今度、事業者なのですが、この補助制度を使って取りつけしてくださっている事業者

は、何社ぐらいいるのですか。 

〇都市計画課長 現在登録のある業者で、塩尻市内に２９社ございます。 

〇中村努委員 わかりました。 

〇委員長 よろしいですか。ほかに。 

〇古畑秀夫委員 ２５２ページですが、空き家対策の関係は、特定空き家と空き家を再利用していく、空き家の

利活用と両方の事業あると思うんですが、この特定空き家があるというか、ちょっと危険なり管理されていない

空き家があるというのは、どこかがチェックして審議会か何かにかけると思うのですが、空き家でこれ問題だと

いうのは誰が把握することでしょうか。 

〇建築住宅課長 空き家の確認についてなのですが、市役所に問い合わせがあったものと、平成２５年と３０年

にそれぞれ空き家の調査を全地区でやっていまして、それについて職員が現地のほうに出向いて確認をしており

ます。その中で危険かどうかという判定をして、その中で危険なものは特定空き家に認定していくというような

流れになっております。 

〇古畑秀夫委員 それで特定空き家に認定されているのは、市内どのくらい現在あるわけでしょうか。 

〇建築住宅課長 特定空き家に認定されたのは、条例施行されてから５件ありまして、現存しているものについ

ては今３件ございます。 

〇委員長 よろしいですか。 

〇古畑秀夫委員 ３件ですか。 

〇建築住宅課長 現存しているのが今３件ございます。 

〇委員長 ２件が取り壊された。 

〇建築住宅課長 ２件は取り壊しをされて、今更地なり次の建物が建っているというような状況でございます。 

〇古畑秀夫委員 ３件はいわゆる特定空き家だということで、指導して取り壊ししてもらうようにお願いしてい

るということですか。 

〇建築住宅課長 部分的に危険なところには対応していただいたり、あと取り壊しに向けて通知等行って交渉し
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ていたりする部分が今現状でございます。 

〇古畑秀夫委員 それから続いて、利用している空き家活用の部分、大変大勢の方が利用されているということ

ですが、現在、空き家バンク登録数はどのくらいでしょうか。 

〇建築住宅課長 常に更新をしている状況で、今日時点で空き家バンクに登録されているのは６件でございます。 

〇古畑秀夫委員 それと、その前に向けたいわゆる清掃したりとか改修したりとかっていうのは、利用状況はど

のくらい現在ありますか。わかりますか。 

〇建築住宅課長 今年度につきましては、片づけで１４件、改修で９件、解体で２７件が交付申請している状況

です。 

〇委員長 もう一度お願いします。 

〇建築住宅課長 片づけで１４件、改修で９件、解体が２７件。 

〇古畑秀夫委員 そうすると２７件というのは、新しくここへ住宅を建てるということですよね。 

〇建築住宅課長 交付金の要綱の中で、転売をして第三者に譲り渡すという条件になっていますので、それに基

づいて新しく家を建てるというような予定にはなっております。 

〇委員長 よろしいですか。 

〇古畑秀夫委員 はい、いいです。 

〇委員長 ほかに。 

〇中村努委員 ２４２ページの交通安全施設整備事業ですが、通学路の安全対策工事ということで、ガードレー

ルの設置などをするということですが、もちろん通学路になっているところ全部にガードレールをつけるわけじ

ゃないと思うのですが、どういう基準でつけていくのか教えてください。 

○建設課長 通学路の点検をしたところで、あと警察の方とかそういう方が立ち会いをする中で、ガードレール

というのは飛び込みの防止とかそういうところで、歩道にずっとガードレールをつけるとかということはしてい

ないので、現地を見て、こういった最低限という言い方は変なのですけれども、この費用対効果を見る中で、ガ

ードレールをつけるとか支柱を建てるとか、または注意喚起でやるとか、そういうふうに現場を見て確認しなが

ら予定の工事の内容は決めているということでございます。 

○中村努委員 通学路の合同安全点検で、ここはガードレールをつけてほしいというような箇所があるのだろう

と思うのですが、その要望に十分に応えられるのか。今お聞きすると、大体交差点の角につけるくらいかなとい

うイメージで、今グリーンベルトになっているようなところにつけるという感じではないようだけれど、我々が

保護者の皆さんに説明するときに、こんな場所に要望していけばガードレールつけてくれるよみたいな話ができ

ればいいなと思うのですが、その辺どういう説明したらいいですか。 

○建設課長 一応要望をしていただいて、ガードレールをつけるということは道を狭くしなくてはいけないとい

うこともありますので、本当に道が十分に幅員とか確保できている部分かというところが必要になってくるのと、

あとは、そういう部分にまずは歩道をつけることが第一で、ガードレールというのは車の飛び込みとか、歩道が

あればガードレールというのは、今現在つけていくということはしていません。角でカーブで、どうしてもいつ

も事故があって車が飛び込むとか、そういう部分であれば何とかガードレールというのもつけられる部分につけ

ていくということはあるのですけれども、ガードレールを申請でいただいても、ほ本当に車が落ちてしまうとか、
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そういう部分にはガードレールをつけていくのですけれども、まずはある程度可倒式のポールだとかで注意喚起

を図ってという部分になってしまいます。要望をいただく中で、どういうところにつけられるかとか、どういう

説明をしたらいいかというのは非常に難しいのですけれども、言質を出していただいたところで、確認をさせて

いただくということになってしまうと思うのです。これを出せば確実にここはつけられるというところは、どう

いうところに必ずつくというのが言えないものですから、まずは要望とか区長通していただいて、現地を私ども

職員と見て、どうするかというところで決めていただきたいと思います。 

○中村努委員 今、区長を通じてという話があったのですが、大体それだと話がつながらないのですよね。だか

ら合同点検ということが実施されたので、学校もそうですし、ＰＴＡもそうですし、区長にも通学路の安全につ

いては、とにかく合同安全点検に意見を集約していただいて、それで優先順位をつけていきますというルールを

しっかり説明をしていただきたいと思います。市内見たところ、安全対策でガードレールつけられる箇所はそん

なにないと思うのです。それ以外の対策もぜひお願いしたいし、まずガードレールより歩道のほうが先だという

と、１つ前のページの丸に歩道整備事業とありますけれど、これは結構広い道路のことをイメージしているわけ

ですか。 

○建設課長 今回つけている部分というのは、用地を買って、そこに今ある道路よりも横に歩道をつけていくよ

うな形で、今やっております。あと、先ほども区長ということで言われたのですけれども、合同点検の部分につ

きましては、学校教育総務課と学校ＰＴＡを通じて出していただいていますので、その件は区長も入ってはいま

すけれども、そういったところできちんと学校と通じて対応をしていきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

○中村努委員 保護者の中には、そういう声を出す機会を知らないという方もたくさんいるのです。どこかで情

報がとまってしまうとか、言ったけれど全然つながっていないとか、そういう事例もあって、ここの問題ではな

くて教育総務課の関係かもしれないですが、もう一回合同点検はきちんと位置づけをしていただきたいと思いま

す。 

 では続けて、違うことですが。２４６ページの小坂田公園の関係ですが、委員会でもいろいろ現地視察したり

全協でも説明があったりして、いろいろな課題とか展望とかいろいろなことが議論されてはいるのだけれども、

それについて答えが出ないまま先に行ってしまっているような気がするのですけれども。これからまた市民に対

しても意見求めるというような答弁もあったのですけれども、いまいちはっきりしない。どういう公園になるの

かということが我々全然イメージがまだはっきりしないのですが、その辺なるべく早目に、設計に入る前に全容

を知りたいと思うのですが、その辺はどのように考えていますか。 

○都市計画課長 本会議の中で答弁したことと重複いたしますけれども、まだ市民意見を公には聞いていないと

いう形になっておりますので、きちんと市民説明会ですとか、パブリックコメント、市民の意見を聞きまして、

どういった意見があるのかということをきちんと把握する。それに対しまして、今の整備計画が妥当であるかな

いかという部分については庁内できちんと検証しまして、ある程度最終計画案という形にしていきたいと考えて

おりますけれども、なかなか今回の再整備につきましては、ある施設をどうやって魅力を高めて市民の方にいか

に利用していただくかというのが今回のポイントだということで、私ども庁内でも検討しております。状況を見

ていただくと御承知だと思いますけれども、市民の方に使われていないというのが今の実態だというのが一番の
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課題だと承知しておりますので、それをいかに市民の方があそこに足を運んでいただけるかということが、今回

の私どもの目指す一番のところと考えております。体育館のように新しいものをつくるときにはまっさらなキャ

ンパスに絵を描けますので、いろいろな意見やそういうことを拾えるとは思うのですけれども、今回はある施設

をいかに有効活用をして整備をするかということが肝心だと思いますので、そういったことを踏まえてきちんと

市民の意見を聞いて、これから来年度は進めていきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○中村努委員 なぜ市民の方に利用していただけないかということが、なかなかしっかり捉えられていないので

はないかという気がします。私たちも現地見たり、いろいろな話聞く中で、一番はあらゆる面で形状が悪いとい

うことですが、それをいじらずに今のままやろうとしてもなかなか難しいし、ぴんとこないというところがあり

ます。それから、道の駅とグランドと公園部分とゾーニングをどういうふうにしていくのかということがわから

ないし、その間の動線をどうしていくのかということも問題提起はしているけれども、これといったはっきりし

たものが得られていない。だけれども、来年度にはプールの解体工事が始まって事業が始まっていってしまうと

いうことに、何か急ぎすぎているような、そういう印象を私は受けています。そこまで進捗しているのであれば、

もうちょっとはっきりとした絵が伝えられてもいいのかなというふうに思っています。その辺どんな考えでいま

すか。 

○都市計画課長 急ぎすぎているといったことではなくて、ある程度平成２７年にプールを閉鎖した時点からの

課題だと思いますし、その部分については、なかなか当時きちんとした明快な利活用については答えが出なかっ

たということで、庁内でもなかなかそういったいい案が出ない中で、平成２９年度にサウンディング調査をやっ

て、民間ですとかそういうところから少し意見を伺いながら、今現状まで進んできている状況でございます。な

かなか先ほど申したとおり、ある施設をいかに有効活用するかというところの部分で、全く今の施設を白紙に戻

して、全く新たにゾーニングをし直してということまでは、なかなか費用的にも莫大な費用がかかると承知して

おりますし、いかに今の施設を有効利用することで事業費が抑えられるかといった部分も、庁内で検討しながら

民間の意見と重ねながら進めておりますので、そういったことについてはある程度議会にも説明をしながら進め

てきたつもりでいますので、これから私どものほうで市民意見を聞いた中で、先ほどと重複しますけれども、ま

た議会に対してもきちんと説明していきたいと思いますので、そういったところは御理解いただきたいと思いま

す。 

○中村努委員 例えば具体的に言うと、本会議でもあったとおり、来てほしい人にターゲットを絞ったものにす

るのか、ただ漫然と広い面積がある公園のままにしておくのかというような問題提起もされているわけですよね。

それに対して納得のいくような、まだ話が見えてこないです。だから、そこら辺が一つ不満であるのと、それか

ら形状的にプール跡地にしても、全部削って全部平らにしてできればいいに決まっているということはよくわか

っていますが、いろんな地形をいじることができないような前提でどんな公園がいいのかという投げかけでない

と、市民の皆さんも、全面的にやり直したほうがいいというふうに受け取ってしまうと思うのです。そのまま話

が進んでいってしまうような気がするので、まだなかなか整理がつかないような感じですが。 

○副市長 全協等で私どもの考え方、ある程度説明をしたつもりでおります。今都市計画課長が答弁したように、

平成２９年からサウンディング調査をやりまして、そのサウンディング調査の前提というのは、あの公園にお客

さんがたくさん来たり、市民の皆さんにきちんと使っていただくようにするには、どういうふうにやったらいい



55 

 

か民間の皆さん御提案くださいと全国募集しました。何カ月もかかって。幾つかの業者から、こうやったらいい

ですよ、ああやったらいいですよ、大きい遊具をつくったほうがいいですよというような御提案もいただきまし

た。ただその御提案は、こういう大きい遊具はその業者がつくっていただけますかと言ったら、いやいや、それ

は市でつくってくださいということです。 

議員の中からも、遊園地をというようなお話を承っておりますが、今御指摘をいただいたような立地の中で、

大規模な開発を民間で請け負ってやってくれる人は今のところ見当たりません。したがって、私どもは今の公園

のあの立地を生かして、どういう形であれを再生させたらいいのかという視点を持たざるを得ない。そうします

と、今余り使っていないグラウンドをどうやってやるのか。あのグラウンドをどうやったら人が来ていただける

ようになるのか。あるいは、利用が余りないと言われる飲食の部門とか、利用がないとは言いませんけれども、

もっと人が来てくれるように、むしろそういうものは民間サイドにどんどん任せていきましょう。基本的な骨組

みの部分というものは、私どもの今できる範囲の中で、公園事業の中でやりましょうということを御提案申し上

げている次第であります。あれをもう少しどんどん肉づけをしながら、ここはこういう形でやります、ここはこ

ういう形でやります。それは誰がやりますかと言ったら、それは公共であったり民間がやったりしなければいけ

ない。 

私は、民間のものをもっと募集しなければいけないと思っています。それは少し時間がかかりますので、恐ら

くこの計画の中で、一応、社会資本整備総合交付金を使ってやるものですから、５年という計画は多分あるでし

ょうけれども、それは５年では済まないかもしれません。ただ民間が少なくともコンビニとかサービス施設はつ

くりたいと言っているチャンスもあるわけですから、まずここでスタートを切らせていただいて、それで少し時

間がかかるかもしれませんけれども、公園の再生をしていきましょうという、こういう考え方でございますので、

ぜひその辺おわかりいただくように私ども説明を尽くしてまいります。お願いをしたいと思います。 

○委員長 よろしいですか。ほかに。 

 私から２点ほど、地区の住民から聞いてほしいという話がありました。１つは、説明書３０ページの生活道路

整備事業に入ると思うのですが、奈良井の舗装、これがどうなるかと。地区の区長方も何年も前から要望してい

るけれども見えてこないけれど、そろそろ絵になってもいいのではないかという御指摘がありました。これにつ

いては、今のところ計画等含めてありますでしょうか。まず１点目です。 

○建設課長 御指摘のところの奈良井の宿場の中の舗装ですけれども、１回やるときに起債事業で起債を借りて

やっていて、まだ償還が終わっていないということになっていまして、その償還を待ってという形で、だから今

年度は特に全面的にやりかえるとか、そういうことは計画してございません。 

○委員長 それは私も理屈はわかっているつもりなのですが、いつまで償還はありますか。 

○建設課長 何年までというのは今データを持ち合わせませんので、調べて回答させていただきます。 

○委員長 よろしくお願いします。区長のほうも、これは何年来の要望事項で、今のようなお話は聞いてもいた

ので理屈はわからないでもないということです。一方で、おわかりのようにかなり損傷が年々ひどくなってきて

いる現状があるので、今黒い舗装で仮に埋めてまだらになって、去年色をつけてということをやっていただいて

いるけれども、そこらじゅうそうなってしまうという心配を今しています。その資金、あるいは国の法律の期限

もあわせて、一度目安を出していただければありがたいと思います。これは実情は私もわかりますので、要望に
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させていただきます。 

 それが１点と、都市公園の関係、予算書２４６ページ、都市公園、楢川に５公園あるという、その奈良井の公

園にあった遊具が、あるときなくなってしまったということで、多分老朽化して危ない状況があったので撤去さ

れたということなのですが、これについては復活をしてくれますかという、地区の住民のお話がありました。こ

れについては何か予定がありますでしょうか。 

○都市計画課長 老朽化で危ないということで、今年度撤去させていただきました。今、予算の策定以降の話で

したので、来年度というお約束は今の段階ではできませんけれども、来年再来年くらいまでにはきちんと私ども

で予算づけをしまして、新しいものを設置していくということで、区長にはお話しさせていただいております。

今年できればいいのですけれども、お約束が今のところできないので、その辺御了承ください。 

○委員長 わかりました。あそこは利用頻度が結構あって、子供連れの観光客だとかがあそこで時間を潰すとい

う場面がかなりあります。そうしたらなくなってしまって、これどうなったのというやりとりが、実際私の目の

前でもありましたので、地区の住民の子供たちもこれを使って楽しみにしているという、そういう遊具でありま

すので、ぜひ御配慮をお願いしたいと、これは要望にさせていただきます。 

 ほかにございましたら。 

○議長 ２５４ページですが、耐震対策等事業ということで、耐震診断の無料についての該当する人へのお知ら

せを、地区を決めて毎年やってきたのかと思うのですが、令和２年も同じように行うわけですか。 

○建築住宅課長 アクションプログラムというものを策定しまして、地区ごとにダイレクトメールを送るように

契約していまして、本年度は片丘地区と桟敷と旧塩尻地区に送付しまして、来年度は塩尻東地区にダイレクトメ

ールで送付する予定になっております。 

○議長 それから、県産木材の住宅普及ということで、県産材のほうの補助金も組み合わせによっては両方でき

るということについては、市民の方たちに周知しているのかどうか。市民が知ることができるのは相談があった

場合ですか。その辺どうですか。 

○建築住宅課長 周知につきましては、ホームページで掲載しているのと、申請等あったときにはそういった御

案内をしているというような状況でございます。 

○委員長 よろしいですか。 

○議長 そういった周知はしているということですけれども、何かの機会があって、広報などで何かお知らせが

できるのかどうなのかわかりませんけれども、実際専門家と話をしたときでないと、余りこういう話はわからな

いと思いますので、機会があったら知らせていってはどうかと思うのですけれど、どうでしょうか。 

○建築住宅課長 周知の方法については、また検討させていただきたいと思います。ただ、今までも補正予算し

ている関係で、来ていただくのはありがたいのですが、都合があって、全てお応えできるかというところは予算

次第というところもあって、まずはその縁出しを検討していきたいと思います。 

○委員長 よろしいですか。ほかにございましたら。 

○古畑秀夫委員 今の関連ですけれど、今年度利用が多くて、たしか補正を組んでやったと思うのですが、結局

希望者は全員利用できたという理解でいいですか。 

○建築住宅課長 要望いただいているものについては、今年度全て対応させていただいております。あしたの補
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正予算で、今年度分については幾らか余りが出たものですから、減額という形で補正予算を組んでおります。 

○委員長 よろしいですか。 

○中村努委員 ２５２ページの市営住宅の関係なのですが、市営住宅管理代行料。これ多分管理代行、たしか県

の住宅供給公社だと思いますが、そこの方々というのはこの不動産業に対してどの程度のスキルを持った方々な

のですか。 

○建築住宅課長 管理代行につきましては、県内の県営住宅を含めて、１９市中半分ちょっとくらいは住宅供給

公社のほうに委託しているような関係で、各支店の中でずっとそういった市営住宅の管理をされてきているとい

うことです。資格的なものがあるかないかまでは確認はしていないですが、そういった管理を長年やってきた方

ということで、工事に関しても、実際昔は住宅団地の造成等の発注とか工事を発注していた側ですので、そうい

った具体的な建物の管理等についてはスペシャリストがたくさん本部のほうにいらっしゃるという形です。徴収

についても全県的にそういった取り組みをされているので、そういったことに長けた人材がそれぞれ配置されて

いるという状況でございます。 

○中村努委員 そうおっしゃいますけれど、恐らくそういう不動産関係の資格を持っているとかそういう方では

ないと思うので、たまに聞く話ですけれども、素人同然なのです。申し訳ないけれども。かえって民間の不動産

会社に任せたほうがちゃんとやってくれるというレベルではないかと、私は思っています。ここでどうこう言う

わけではありませんけれども、ちゃんと仕事してくれと、料金払っているのだからという、そういう形で指導を

していただきたいと思います。 

○委員長 質問ですか。 

○中村努委員 要望でいいです。 

○委員長 要望。よろしいですか、建築住宅課長。 

○建築住宅課長 いただいた御意見を住宅供給公社のほうに、そういった御意見をいただいたということでお伝

えしたいと思います。 

○委員長 ほかに。よろしいでしょうか。 

○観光課長 先ほど古畑委員から地域おこし協力隊員の人数につきましてお問い合わせがございました。現在、

地域創生課で６名、観光課で１名、合計７名となっております。新年度につきましては、地域創生課で７名、観

光課で１名、合計８名の予定となっております。 

○委員長 よろしいですか。 

 それでは、議案第１７号の当委員会に付託されました部分については、質疑が終了しました。 

議案第１７号について自由討議を行います。委員の皆さん、ありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないので討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないので、議案第１７号令和２年度塩尻市一般会計予算の当委員会に付託された部分については、原

案のとおり認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○委員長 御異議なしと認めます。議案第１７号令和２年度塩尻市一般会計予算の当委員会に付託された部分に

ついては、全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

 続いて、午前中に棚上げをさせていただいた議案第１１号に戻りたいと思います。答弁の途中であったという

ことでありますが、答弁を求めます。 

○建築住宅課長 午前中の議案第１１号塩尻市営住宅管理条例の一部を改正する条例につきまして、中村委員か

らいただいた御意見についてですが、まず共益部分の費用負担については、塩尻市営住宅管理条例の２０条の中

において費用負担については規定しておりまして、第３号において、共同施設または給水施設及び汚水処理施設

の使用または維持運営に要する費用については入居者負担ということになっています。 

 続いてもう一点、共益費の徴収についてですが、現状、各団地の自治会の役員等で徴収をしているというよう

な状況で、大きな団地、吉田団地、小井戸団地、君石団地、みどりが丘雇用促進住宅につきまして、全て住宅の

自治会及びその役員が徴収をしているということで、基本的には多くの場合が常会費あるいは自治会費として徴

収をしております。君石団地につきましては、県営住宅と合わせて共益費ということで、自治会費とは別に徴収

しているというような状況でございます。この自治会費につきましては、共益部分の使用料以外にも懇親会費と

か慶弔費といった費用も盛り込んでいるというようなものもございます。それについては、現在、市営住宅以外

の団地においても自治会費を集めているというような同じような状況だというふうに認識しております。それか

ら、特例で共益費を徴収している公共団体も幾つかあるらしいのですが、そちらについては自治会といったもの

が存在しないようなところで特例的に地方公共団体が徴収しているというような場合もあるようでございます。 

そういった事情も鑑みまして、各団地の自治会の中の運営費として、引き続き共益費もしくは自治会費という

ことで各自治会に引き続きお願いをしていきたいというところではあるのですが、先ほど中村委員御指摘のよう

に、徴収しなくて不公平だということもございますし、うちのほうで共益費については入居者負担ということで

お話はしているところではあるのですが、自治会にお願いしている部分もございます。不公平だという意見をい

ただいたことが今まで私自身余りなかったものですから、そういった声があれば、市としても自治会に協力をし

て、なるべく徴収をいただけるような形の協力はしていきたいと考えております。以上です。 

○中村努委員 今、特例で市が直接集めているところがあるというお話でしたけれど、特例のもとになっている

例というのは何ですか。 

○建築住宅課長 その例は、書いてある内容では、自治会という組織がないというものであれば、地方公共団体

が徴収しているという場合があるということでございます。 

○中村努委員 ですから、特例というのは、そのもととなる法律なり何なりというのは何ですか。 

○建築住宅課長 徴収については、徴収してもいいとは書いてもいないし、いけないとも書いていないので、そ

ちらについてはどちらでもできるという認識ではあるのですが、費用負担については入居者に負担をお願いして

いるという中で、共益費として市で徴収した場合に、電気代とか水道代とかそういったものについては月とか年

によって増減しますので、そういったものを徴収して支払ったときに足りなかった分を改めて徴収するとか、あ

るいは還付するとか、そういった手続を考えると、各自治会でやっていただいたほうがスムーズなのかなという

ところで考えております。 

○中村努委員 要するに、もととなる決まりがないので、特例でも何でもないのですよ。それぞれの自治体が勝
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手に考えてそういうやり方をしているだけで、全然もとの法というのは決まりではないのですよね。例えば、雇

用促進住宅もそうだと言いましたけれど、あそこ入居率５０％くらいです。５０％だろうが１００％だろうが共

用部分の電気料は変わらないです。そうしたときに、なぜ入居している人だけがその負担を負わなければいけな

いのですか。普通、一般のアパートを経営していたら、そのコストというのはオーナーなり管理会社が持つ話で、

入居している人に転嫁なんかできるわけがないのですよ。そういう矛盾というのは感じませんか。 

○建築住宅課長 みどりが丘雇用促進住宅につきましては、長寿命化計画作成した中で、用途廃止をしたいとい

う旨、役員と入居者に説明をした際に、共益費が当初入居したときよりも高くなったということでお話をいただ

いておりました。その分についてはうちとしても協力できる分は協力するということで、駐車場については、今

まで組合で共益費として足りない部分を借りていた部分があったのですが、そういった部分については、今半分

に減ったという中で、今市で管理している住宅の中で別に土地を借りないでもその中で収まるような形で、なる

べく共益費を抑えるというような対策をとるというような形の協力をしてきた経過がございます。 

○中村努委員 これ以上言ってもしょうがないのですが、これはうちの市だけのことだけではなくて、実は日本

全国で間違ったことをやっているのですよ、要は。それをただよしとしているだけなので、やはり共益費という

のはしっかりオーナーが徴収をして、入居者にその分をしっかり請求をしていくという形にしていかないと、自

治会という任意組織にそういったことを丸投げしてしまうというのは、これは不公平のもとだし、非常に会計的

にも不透明な部分も出てきてしまいます。これは入居者から徴収して全然構わないのですけれども、しっかり塩

尻市の市営住宅に関係するところは共益費についても、きちんとした明確な基準を持って透明化させていってい

ただけるように、十分早急に検討をお願いしたいと思います。何か答弁あればお願いします。 

○建築住宅課長 共益費を集めているような自治体の状況等を調べる中で、研究していきたいと考えております。 

○委員長 よろしいですか。これはまだ質疑は閉じていませんので、第１１号について、これ以外に質疑ありま

すか。よろしいでしょうか。 

それでは、議案第１１号でございます。これで質疑を終了いたします。自由討議を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 では、なしということで議案に対する討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第１１号については原案のとおり認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第１１号塩尻市営住宅管理条例の一部を改正する条例については、全員一致を

もって可決すべきものと決しました。 

○建設課長 先ほど委員長から質問がありました奈良井の関係の舗装の起債の償還ですけれども、平成１９年、

２０年、２１年で借りていまして、３カ年で借りているものですから、一番早いのは令和３年、来年度の３月１

日で１つ償還が終わります。もう２つ償還が、令和４年、令和５年という形で、償還期限が残っているというこ

とでございます。今回も実施計画の補正を今年度上げて、調査費で舗装の構成等を研究したかったのですけれど

も、それは認められていない部分がありまして、今度３期の計画がこれから始まりますので、そういった中で検

討させていただいて方向づけをしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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○委員長 ありがとうございます。令和５年までかかるという、そういうことだと。例えば、あと残りが少なけ

れば繰上償還をしてでもという部分が、道路の実態としては気が気でない状態が今起こりつつあるということで

あります。維持のほうでも、多分かなり気を使っていただいていますし、大変だろうという現状がありますので、

ぜひ前倒しできるやり方があるのなら、それも検討していただくように、これも要望にさせていただきます。あ

りがとうございました。 

それでは、本日の議案はここで終了といたします。また、明日残りをやりますので、よろしくお願いをしたい

と思います。本日は御苦労さまでございました。 

午後４時４１分 閉会 

 

 

 

 

令和２年３月１１日（水） 

委員会条例第２９条の規定に基づき、次のとおり署名する。 

 

 

 産業建設委員会委員長  篠原  敏宏  印 

 

 

 


